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ヒールが折れたら恋のはじまり!?
エリート御曹司に溺愛されました
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　それは、本当に運命の出会いだと思った。赤い糸で結ばれている――。そんな人が、必ずいると……。




「ど、どうしよう……」

　会社からの帰宅途中、駅まであと数分のところで、アクシデントが発生した。近道だと思い初めて通った裏通りで、パンプスがマンホールの穴にハマってしまったのだ。それも、強引に引き抜いたせいで見事にヒールが折れてしまうというオマケ付きで。

（お気に入りのパンプスだったのに）

　半泣き状態の私は、近くの植え込みの石垣に腰を下ろすと、左のパンプスを脱いだ。かかと部分にバングルがついていて、足元が色っぽく見えて気に入っていたのに。

　見事なほどにヒールが折れてしまっていて、これではもう履けない。

　幸いにも人の気配はなく、こんなところに座っていても不審に思われることはなかった。てしばらく考えたあと、諦めてため息をついた。

「仕方ないわ。このまま帰るしかないか……」

　左右の高さが異なるのはとても不便だけど、右足まで折るわけにはいかないし、左足をつま先立ちにして歩けば、案外イケるかもしれない。

　今度は大きなため息をついてパンプスを履こうとした私の視界に、なにかが入り込んできた。ふと顔を上げると、そこにはスーツ姿の男性が立っている。

「靴、壊れた？」

　心配そうに覗き込むその人は、思わず息を呑むほどに甘いルックスをしていた。均整の取れた顔立ちと、短く切られた黒髪は、爽やかさと品性を同居させている。

「あ、は、はい。マンホールの穴にハマってしまいまして」

　手のひらに載せた折れたヒールを見せると、彼は同情的な顔をした。

「それは不運だったな。そのままだと不便だろう？　応急処置をしておこうか？」

「えっ!?　応急処置ですか？」

　突拍子もない提案に、戸惑いを隠せなかった。だけど、彼はいたって本気のようで、鞄を地面に置くと、自分は片膝立ちをしてなにかを取り出している。

「これ。未使用のハンカチだから、これで結んでおいてあげるよ」

　彼がそう言って取り出したものは、紺色の大判のハンカチだった。広げて見せてくれたその角に、有名ブランドのロゴがあしらわれていて驚いてしまった。

「申し訳ないです！　素敵なハンカチですし、このままで大丈夫ですから」

　さすがに、簡単に好意を受け入れるわけにはいかない。慌てて両手を顔の前で振ると、彼は私を見上げて言った。

「家は、近所なのか？」

「……いえ。Ｎ町です」

「じゃあ、電車で三十分以上はかかるな。今の時間だと、座ることもできないし、高さの違う靴を履いて帰るのは辛いと思うよ」

「は、はい……」

　彼の言うとおりだ。さらに、駅から自宅までは歩いて十五分はかかる。

「だろう？　だから、少しでも手伝わせて」

　手を差し出され、戸惑いつつも彼にパンプスとヒールを渡す。すると、それを受け取った彼は、とても器用にヒールとパンプスをハンカチで結んでいった。

「すごい……。とても、器用なんですね」

　ため息が出るほどに、感心してしまう。ハンカチを適当な幅に折って、ヒールを結びつけていく。そして、結び目をリボン型にしてくれ、足元が一気に華やいだ。

　それにしても、彼の手はなんて色っぽい手なのだろう。筋張っていて、指がとても長い。見た目がここまで完璧な人に、今まで出会ったことがない。

「こういうことは得意でね。きっと、歩けると思うけど、一度確認してもらっていいか？」

「は、はい。ありがとうございます。本当に、素敵です」

　パンプスを受け取り履くと、その場を歩いてみる。すると、まるで違和感がなくてビックリしてしまった。

「これなら、自宅まで帰れそうです。本当にありがとうございます。あの……、お名前を伺ってもいいでしょうか？」

　こんなに、初対面で親切にしてくれる人もいるのだと、感謝の気持ちでいっぱいになる。

「蒼佑そうすけだ。きみは？」

「愛良あいらです。本当に、ご親切にありがとうございました。このハンカチは、後日お返ししたいと思うんですが、ここはよく通られるんですか？」

　そう聞くと、彼は少し困ったような顔をした。

「いや、実はたまたま通っただけでね。駅前で、人と待ち合わせをしているから。普段は駅も使わないし。だから、そのハンカチは愛良ちゃんにあげるよ」

「えっ？　そ、それは……。それでしたら、このハンカチのお代を払わせてください」

　さすがに、見ず知らずの男性のハンカチを貰うわけにはいかない。だいたい、未使用だと言っていたし、買ったばかりのものだろう。それを簡単に貰うことはできない。

「そこまで気を遣わなくていいよ。もし、嫌なら捨ててくれても構わない。それじゃあ、俺はこれで。気をつけて帰るんだよ」

「はい……。本当に、ありがとうございました」

　約束があるみたいだし、これ以上引き止めるわけにはいかない。申し訳なさと感謝の気持ちでいっぱいになりながら、小走りに駅へ向かう彼の後ろ姿を見送った。

（素敵な人だったな……。背も高かったし）

　鞄や袖口から覗く腕時計も、高級ブランドのものだった。ステータスの高い人なのだろうか。謎でいっぱいだけど、蒼佑さんに助けてもらえて、心がほんのり温かくなった。



「愛良、今日から赴任してくる副社長なんだけど、もう見かけた？」

　翌日出勤すると、同期で隣のデスクの佐伯さえき遥香はるかが、興味津々の顔で話しかけてきた。彼女は、私と同じＥＶＯＧエボッグの営業部に所属している。

　ＥＶＯＧは大手機械メーカーで、業界でもトップを争う会社だ。最近は環境問題にも取り組んでいて、自然エネルギー発電を開発している。

　そのＥＶＯＧに新しい副社長が就任するということで、ここ数日特に話題に上っていた。

「ううん。だって、今来たばかりよ。副社長を見かけるはずないじゃない」

　遥香に苦笑いを向けながら、仕事の準備を始める。

　デスクの引き出しにバッグをおさめると、パソコンを立ち上げた。

「でもでも、今朝見たって人がいたのよ。営業二課の女子社員でね。ロビーで見かけたって」

　彼女が興奮気味に椅子を寄せてきて、相槌を打つしかない。なぜ、遥香がこんなに副社長に拘っているのかというと、その新しい副社長というのがとてもイケメンらしいから。

　というのも、新副社長は、ＥＶＯＧの社長である松原まつばら社長の息子さんなのだ。松原社長がとても男前な人なので、皆の期待値が上がっているらしい。

　おまけに、ニューヨーク支社帰りのエリートでもあり、相当有能な人だとか。ニューヨークでは支社長を務めていて、営業利益が傾きかけた支社を、三年でピーク時の二十五パーセント増にしたことが、かなり評価されたらしい。

　人望も厚く社交的とも言われ、実際の彼はどんな人なのか、みんな早く見たがっていた。

　まだ二十九歳という若さで独身らしいから、女性社員の目の色が変わっている。だけど私は、御曹司であり副社長でもある人に、憧れる気にはなれなかった。

　だって、あまりに立場が違うから……。

「その二課の人たち、副社長のことをなんて言ってたの？」

　あまりに遥香が真剣だから、少しくらいは話に乗らないと怒られそうだ。質問をしてみると、遥香は目を輝かせた。

「それがね、想像どおり、カッコイイ人だったんだって！　目を引くから、すぐに分かるって言ってた」

「へぇ。そうなんだ。じゃあ、噂どおりの人だったってことね。だけど、私たちにはあまりに雲の上じゃない？　社長の息子さんでもあり、副社長だなんて」

「なに言ってるのよ。せっかく本社勤めしてるんだから、こんなビッグチャンスには乗らなくちゃ。狙っちゃいけない決まりなんてないし」

「それは、そうだけど……」

　熱くなっている遥香は、椅子をデスクに戻すと、パソコンとにらめっこをしている。そんな彼女に小さくため息をついた私は、昨夜のことを思い返していた。

　正直、イケメンエリート副社長より、昨夜の蒼佑さんのほうが気になってしまう。彼から借りたハンカチは、自宅へ帰るとすぐに洗ってアイロンをかけた。そして、ビニール袋に入れて持ち歩いている。

　昨日の今日で偶然会うこともないだろうけど、いつ再会してもいいように今日から持ち歩いているのだった。

（カッコイイと言うなら、蒼佑さんは本当に素敵だったけどなぁ）

　手足が長く、背の高い人だった。見た目が完璧で、親切な人でもあり性格だってよさそうだ。

　きっと、新しい副社長も、蒼佑さんには敵わないと思う……。

「ねぇ愛良、社内掲示板を見てみなよ。副社長の挨拶が載ってるから」

「挨拶？」

　不意に遥香に声をかけられて、一瞬ビクッとしてしまった。副社長のことは忘れて、すっかり違うことを考えていたからだ。

　遥香が言うから……ではないけれど、副社長の挨拶文くらいは見ておかないといけないか。そう思い、業務を中断して社内ネットから掲示板を開く。

　ここはいろいろな部署が情報発信する場所で、日々細かくチェックしておかないといけない。

　人事に関することや業務に関することなどが、頻繁に掲載されている。その掲示板の最新情報に、副社長の挨拶文が載せられていた。

「すごい……。副社長って若いのに、しっかりした考え方をしてるのね」

　思わず唸るほど、彼は経営ビジョンを明確に記している。それも海外帰りということもあり、とても広い視野で物事を捉えていた。

　ＥＶＯＧは世襲制の会社ではないけれど、きっと将来、この副社長が社長へ就任するのではないかと思うほどだ。

「ねえ、愛良。この挨拶文だけでも、ファンが急増しそうじゃない？」

　興奮気味の遥香に、私は「うん」と返事を返しながら、最後の副社長の名前のところで目を留めた。

　文章の最後に、「松原蒼佑」と記されている。

「ね、ねえ遥香。副社長の名前って〝そうすけ〟って読むのかな？」

「そうなんじゃない？　どうかした？」

「ううん。なんでもない」

（びっくりした。蒼佑さんと同じ名前なんだもん）

　いくら偶然とはいえ、心臓に悪い。一瞬、本人かと思ってびっくりしてしまった。

「あっ、そういえば愛良。今日は、朝から郵便物を出すって言ってなかった？」

「そうだった！　ありがとう、遥香」

　遥香に指摘され、速達で出したい書類があったことを思い出す。本来は、郵便物は庶務がまとめて出してくれるけれど、今回は急ぎのもので特別扱いだ。

　書類を持って急いでオフィスを出ると、エレベーターで一階まで降りる。ここは、二十五階建てのオフィスビルで、他企業の本社も入っている。

　ＥＶＯＧは、十五階から二十五階までを占めていた。私たち営業部は、十五階のフロアにある。

　ビルから徒歩一分ほどのところにある郵便局で書類を出すと、再びビルへ戻った。

（そういえば、新しい副社長は見かけなかったな……）

　二課の人たちはロビーで見かけたらしいけど、さすがに簡単には会えなさそうだ。副社長室は最上階だし、なかなか顔を合わせることはなさそう。

　戻ったら、遥香に副社長に会えたかと声をかけられそうだから、そう答えようか。そんなことを考えながら十五階に到着し、エレベーターを降りると、突然背後から腕を掴まれた。

　人がいたことにすら気づかなくて、驚きで声も出ない。急いで振り返ると、そこには蒼佑さんがいた。

　目を大きくして、驚いた顔でこちらを見ている。

「愛良ちゃんだよな？」

「は、はい。蒼佑さん……、どうしてここに？」

　まさか、自分の会社で彼と再会するとは思ってもみなかった。営業部には、取引先の人が訪ねてくることがある。

　だから、外部の人がいても不思議でないけれど、予想外の彼との再会に驚きを隠せなかった。

「きみこそ……。ＥＶＯＧの社員なのか？」

「はい。営業部に所属しているんです」

　まだ、夢を見ているみたい。まさか、彼と再会できるなんて……。戸惑いが嬉しさに変わって、胸が弾んできた。

「蒼佑さんは、どこにお勤めなんですか？」

　と質問したところで、女性社員の声が聞こえてきた。その瞬間、蒼佑さんは私の腕を引っ張ると、近くの会議室へ入った。

「蒼佑さん……？」

　なぜ、こんなところへ隠れるように入るのだろう。疑問を感じながら彼を見つめると、蒼佑さんは真顔で私を見つめ返した。

「俺も、ＥＶＯＧに勤めてるんだよ」

「えっ!?　蒼佑さんも……？　どこの部署なんですか？」

　蒼佑さんを見かけていれば、絶対に印象に残るはずだ。これだけ目を引く人に、社内で会ったことはない。

　最近、異動してきたのだろうか。

「副社長。今日から、本社に赴任してきた松原蒼佑だ」

「ふ、副社長……。蒼佑さんが……？」

　頭が混乱しつつも、さっき見た副社長の挨拶文を思い出す。氏名に〝松原蒼佑〟と書かれていた。

　偶然、同じ名前だと思っていたけれど、本当に彼だったなんて。それなら、二課の女性社員が騒いでいたのも頷ける。

　蒼佑さんの外見は、本当に華やかで引かれるから。

「そう。驚いたろう。俺も、愛良ちゃんが、同じ会社だったことに驚いた」

「はい……。なんて言葉にしていいか、分からないくらいです」

　まだ、心臓がバクバクしている。気持ちを落ち着けようと、小さく深呼吸をした。

「それに、昨夜は本当にありがとうございました。あのあと、待ち合わせは大丈夫でしたか？　遅れたんじゃないかって、心配だったんです」

「大丈夫だよ。きみこそ、靴は大丈夫だった？」

　ようやく、彼に笑みが浮かぶ。この信じられない偶然に、彼も戸惑っていたようだったけど、前向きに受け入れてもらえたらしい。

「はい、とても履き心地がよくて、家まで違和感なく帰れました」

「そうか。それなら、よかった。気になってたんだよ。愛良ちゃんは、大丈夫だったかと」

「ありがとうございます……」

　蒼佑さんが気にかけてくれていたのが分かり、心の中が温かくなってくる。未だに、彼と再会したことも、彼が副社長であることも、まるで信じられない。だけど、これが現実なのだと思ったら、戸惑いよりも嬉しさのほうが勝ってきた。

「本当に、信じられないくらいの偶然ですよね。だけど、よかったです。これで、ハンカチをお返しできるので」

「ああ、きみの言うとおりだ。俺も偶然に驚いてる。それに、ハンカチのこと、気にしてくれてたんだな。いつでもいいから、愛良ちゃんの都合に合わせて返してくれたらいいよ」

「それなら、今日の終業後に副社長室へお持ちします。バッグに入れて、持ってきてるんですよ。もしご都合が悪ければ、秘書の方にお願いしますので」

　今日から持ってきていてよかったと、心の中で自画自賛する。すると、彼は目を大きく見開いた。

「もう、持ってきてるのか？」

「はい！　いつお会いできてもいいように、昨日洗濯をしてアイロンをかけておいたんです」

　正直、会えないままかもしれないと思っていたくらいなのに、こんなにすぐ再会できたことが心から嬉しい。

　ハンカチを返すことができれば、私もホッとする……。

「そうだったのか……・ありがとう。愛良ちゃんは、今日仕事が終わってから、予定はある？」

「え？　いえ、なにも」

　なぜ、そんなことを聞いてくるのだろう。怪訝に思いながら答えると、彼は小さく微笑んだ。

「じゃあ、今夜食事に行かないか？　せっかく、こうして再会できたんだから、その記念に。ハンカチは、そのとき返してくれたらいい」

「お、お食事ですか？」

　突然の蒼佑さんからの誘いに、驚きで声が大きくなる。慌てて両手で口を覆うと、彼はクックと笑った。

「そんなに驚かなくてもいいじゃないか。せっかくだから。どう？」

「は、はい。もちろん、大丈夫です」

　私はそれでいいけど、蒼佑さんに支障はないのか。万が一にも、同じ会社の人に見られたら、かなり大騒ぎになると思う。

「それじゃあ、決まりだな。愛良ちゃんの仕事終わりに合わせるよ。何時に終われそう？」

「十九時半には終われます。ですけど、本当にいいんですか……？　もし、社内の人に見られたら、噂になってしまうかもしれません」

（こんな、一社員と……）

　おずおず聞いてみると、彼は腕組みをして考え込んでしまった。

「たしかに、愛良ちゃんの言うとおりだな」

「そうなんですよ。私と噂になったら、蒼佑さんが困りませんか？」

「俺が？　愛良ちゃんじゃなくて？」

　腕を放した蒼佑さんが、今度は私を怪訝な目で見た。

「はい。だって、副社長ですし……。困りませんか？」

「いや、俺は構わないけど、きみに迷惑がかかることを考えてなかったなと、今反省していたところだ」

「えっ？　私ですか？　　私は、大丈夫です。むしろ、蒼佑さんと噂になるなんて、光栄なくらいですから」

　ミーハーな目線で見れば、こんな素敵な人と噂になるなんて、普通では考えられないから。でも、蒼佑さんは副社長という立場があるし、私との噂がプラスになるとは考えにくい。そう思って、気になっていたと伝えると、彼は声に出して笑った。

「ハハハ。それなら俺も大丈夫だよ。どうしてきみと噂になって困ることがあるんだ。待ち合わせは昨夜と同じ駅前にしよう。あそこなら、そんなに目立たないだろうし」

「はい、そうですね。では、十九時四十分には、駅前で待っています」

「ああ。じゃあ、車で迎えに行くから、ロータリーで待っていて」

「はい」

　蒼佑さんがドアを開けてくれて、私が先に部屋を出る。会釈をすると、彼は小さく手を振ってくれた。










第二章











「郵便局でいいことあった？」

　オフィスに戻ると、遥香がからかい気味に声をかけてくる。彼女の指摘にドキッとして、大きく首を横に振った。

「別に、なにも。どうして？」

「だって、ニヤニヤしてるもん。速達を出すのが、そんなに楽しかったのかなって」

　彼女の鋭さに、内心どぎまぎしてしまうけど、蒼佑さんとのことを軽々しく話してはいけない気がして、平静を装い返した。

「気のせいよ。業務が順調に進んでるから、それが顔に出てたのかも」

「ふぅん。そっか」

　遥香は納得できないようだけど、それ以上突っ込んで聞いてくることはなかった。それにしても、人から分かるほど表情に出ていたことにビックリしてしまった。

　冷静なつもりだったのに、今夜の彼との約束が楽しみなのかもしれない。

　なんだか、蒼佑さんと秘密を共有したみたいで、胸が高鳴っていた。




　就業時刻を迎えると同時に業務を終えると、急いでオフィスを出る。駅前まで十分ほどはかかるから、急がないと蒼佑さんを待たせることになるかもしれない。

　昨夜通った道は近道だけれど、あんなアクシデントもあったことだし、もう通らないでおこう。

　おとなしくメイン通りを小走りに抜けていき、駅前へと到着する。ロータリーはお迎えの車がたくさん停まっていて、すぐに蒼佑さんの車を見つけるのは難しそうだ。

（せめて、色だけでも聞いておくべきだったな）

　と、今さら遅い後悔をしながら、ゆっくりロータリーの道を歩く。すると、少し先に蒼佑さんの姿が見えた。

「蒼佑さん！　お疲れ様です。すみません、お待たせしました」

　小走りに駆け寄ると、私に気づいた彼が目を細めた。

「お疲れ様。そんなに急がなくていいよ。車だから俺のほうが早く着いただけだ。それに、あんまり走るとまたヒールが折れるぞ？」

　冗談めかした彼の言葉に、思わずクスッと笑ってしまった。

「本当ですね。気をつけます」

　私が見つけやすいように、車外で待っていてくれたのだろう。昨夜から、彼の気遣いは心を温かくさせてくれる。

「じゃあ、行こうか。賑やかな店なんだけど、大丈夫？」

「はい、賑やかな場所は大好きです」

　どんなお店に案内してくれるのだろうか。ワクワクしてくる。

「それならよかった。はい、どうぞ」

　そう言って、蒼佑さんは目の前に停まっている車の助手席のドアを開けてくれた。

「あ、ありがとうございます」

（これが、蒼佑さんの車なんだ……）

　つい車を凝視してしまい、一人で恥ずかしくなる。なぜなら、彼の車は海外の有名な高級車だったからだ。

　シルバーのボディで、丁寧に磨かれ艶めいている。セダン型のスポーツカーのようだった。

　車に乗ると、彼は運転席側へ回って中へ入った。車内は柑橘系の上品な香りがする。座席は柔らかく、体が沈み込みそうなほどで、とても乗り心地がよかった。

「今夜はスペイン料理の店に行こうかと思ってるんだ。シェフがスペイン人で、とても陽気な店なんだよ」

　蒼佑さんは言いながら、エンジンをかけると車を走らせた。音はほとんどなく、快適に走っている。

「素敵ですね。パエリヤとか、オムレツとか、魚介類が大好きなんですよ」

「本当に？　それなら安心した。初めての食事だし、気兼ねない雰囲気がいいかなと思ったんだ」

「蒼佑さん……。ありがとうございます」

　たしかに、かしこまった場所より大衆的なお店のほうが有り難い。今でも、二人きりの空気に緊張しているから。

「こちらこそ。誘いを受けてくれてありがとう」

「そんな……。昨日は助けてもらって、今夜は食事に誘ってもらえるなんて。なんだか、未だに信じられない気持ちです」

「そうだよな。二日続けてきみとこうして一緒にいるのが、不思議な気がしてくる」

　彼の言うとおり、不思議でたまらない。彼とはなにかの縁で繋がってるのではないかって、乙女チックなことを考えてしまう。

「昨夜のパンプスは、メーカーに修理に出すことにしたんです」

「そうか。それなら、また履けるもんな。あのパンプス、愛良ちゃんにとても似合ってた」

「あ、ありがとうございます」

　蒼佑さんって、照れくさいセリフをさらっと言ってしまうのだから、私の心臓はドキドキしっぱなしだ。

　あのパンプスはお気に入りの靴ということもあるけれど、蒼佑さんに助けてもらったものだから、簡単に処分することはできなかった。

　修理をして元どおりになったら、もっと大事に履こう。

「店、もうすぐだよ」

「そうなんですね。楽しみです。どんなお店なんだろ」

　オフィス街を抜けて、アパレルショップやレストランが建ち並ぶ通りに入る。ここに、彼オススメのスペイン料理の店があるらしい。

　車は、建物と建物の間にあるパーキングに停められた。

「この隣がスペイン料理の店だよ。行こうか」

「はい！」

　車を降りると、魚介の美味しそうな香りが漂ってくる。賑やかな音楽や人の声も聞こえてきて、楽しそうだった。

「あれ？　蒼佑さん、ジャケット脱がれたんですね」

　さっきまで着ていたスーツのジャケットは車に置いてきたらしい。シャツとネクタイだけになった姿も、妙に色っぽかった。

「ああ。こういうところは、あまりカチッとした格好は似合わないから」

　ニッと笑った彼に、私も思わず笑みを返す。二人でいることに緊張はあったけれど、お店の雰囲気を想像していたら、気持ちが楽になってきた。

　彼と並んで店に入ると、さっそく陽気なスペインの音楽が聞こえてくる。店員は、二十代の若い人たちばかりだ。

　半分は外国人だけど、流暢な日本語で挨拶と席の案内をしてくれた。

「すごい……。お客さんも、外国人の方が多いんですね」

「そうなんだよ。ここの店はかなり本格的なスペイン料理を出すから、外国の人たちからも人気があるんだ」

「そうなんですか。蒼佑さんって、このお店のことをよくご存じなんですね。常連さんなんですか？」

「ああ、何度か来たことがある気に入りの店の一つなんだ」

　そんなお店を紹介してもらえたのは、なんだか嬉しい。思わずニコリと、微笑んでいた。

　店は一階のみで、奥行きのあるフロアになっている。奥の壁際のテーブル席に案内された。

　内装は黄色や緑の原色が多く、カジュアルな雰囲気でとても明るい。彼の言うとおり、フォーマルな格好は浮きそうな感じだった。

「よし、じゃあ、さっそく料理を頼もうか。俺は車だから酒を飲めないけど、愛良ちゃんは気にしないで頼んだらいい」

　可愛らしい、手書き風のメニュー表を手渡される。そこには、豊富な種類のメニューが載っていた。

「お車ですもんね……。私もソフトドリンクにします」

「気を遣わなくていいのに」

　彼は私に目を向けた。そこには、申し訳なさが漂っている。

「遣ってません……と言うと、嘘くさく聞こえるかもしれないですけど。でも、ご一緒している以上、やっぱり合わせることも大事かなと……」

　きっぱりそう言うと、彼は肩の力が抜けたような笑顔を見せた。

「そういうところ、愛良ちゃんらしいんだろうな。それなら、料理は遠慮なく頼んでほしい。今夜はきみにご馳走するよ」

「えっ!?　それは申し訳ないですよ。昨日助けていただいて、さらに今夜はご馳走されるなんて……。いくらなんでも、図々しいというか」

「でも、誘ったのは俺だから。今夜は俺の支払いということで、納得してくれるか？」

　戸惑う私に見せる彼の含んだような笑みは、有無を言わせないものがあり、私はためらいつつも頷いた。あまり意固地になって彼の好意を拒むのも、失礼だと思うからだ。

「では、お言葉に甘えて。今夜はご馳走になります」

　素直に返事をすると、彼は満足そうな表情をした。

「ぜひ」

　穏やかな彼の笑みを見ていると、不思議な気持ちになってくる。蒼佑さんはどうして、ここまでしてくれるのだろう。

　昨夜は、ほんの数十分の出会いに過ぎなかったのに。

（ただの好奇心……なのかな？）

　心の中は、蒼佑さんへの疑問でいっぱいだった。




　彼と選んだ料理は、パエリヤやスペイン風オムレツ、それに魚介類の炒め物など様々だ。濃厚な味付けから、スパイシーなものまで多々ある。

「どの料理も美味しいですね」

　目を細めながら、スペインの代表的な飲み物「オルチャタ」を口にする。乳白色をしていて、濃厚な味だ。とろっとした舌ざわりがあるけれど、私は嫌いな感触ではなかった。

「だろう？　ここは、俺のオススメの店。ニューヨークに赴任する前は、友人と頻繁に来ていたんだ」

「お友達と？　いいですね。楽しそう」

　蒼佑さんのお友達は、やっぱり御曹司ばかりなのだろうか。男性だけとも限らないから、きっと女性もいるのだろうし。

　彼の交友関係は私には関係ないと思うのに、気になってしまっている。

「ワイワイするのは好きだから。愛良ちゃんは？　たとえば休日とか、なにしてる？」

「そうですね。最近は、友人と会うことも少なくなってしまって。一人でショッピングとか、家で掃除とか。ゆっくり過ごすことが多いです」

　と言うと、なんだか寂しい人みたいだ。気恥ずかしさを感じながら、それを誤魔化すようにオルチャタを飲み干した。

「仕事が忙しいと、なかなか会えないよな。俺も最近は友人と会うことはめっきり減ったよ。ここへ来たのも、三年ぶりだし」

「そうなんですか……」

　三年ぶりの来店が私とでよかったのかと思ってしまうけど、もしかしたら蒼佑さんは、ここへ来たくて誘ってくれたのかもしれない。

　そう考えたら、彼の希望に添えたことで少しは昨夜のお礼になったかな？　と思ってしまった。

「愛良ちゃんってさ、どうしてＥＶＯＧに入社しようと思ったんだ？」

「元々、機械メーカーに興味があったんですが、ＥＶＯＧは環境問題に積極的に取り組んでいるので、そこに惹かれたんです」

「環境問題か……。たしかに、うちは他社より先に進んでいるところがあるもんな」

　彼の言葉に強く頷く。自然エネルギー発電を開発しているＥＶＯＧの取り組みに共感して、ここを受けようと思ったのだ。

「元々、環境問題に興味があって、大学の学部も環境学部に所属していたんです」

「そうなのか。それは、感心だな」

「ありがとうございます。せっかく学んだ知識を役立てることができる会社はないかと探していたときに、ＥＶＯＧを見つけまして。ここが、第一希望だったんですよ」

「それは、すごいじゃないか！」

　蒼佑さんにそう言われると、なんだか照れくさい気がする。褒められたくて話したわけじゃないけれど、素直に嬉しかった。

「蒼佑さんは？　お父様が社長だから……は、理由ではないですもんね」

　松原社長は二年前に、他企業のＣＥＯをやっていて、そこから引き抜いて来られた方だ。蒼佑さんは、そのときはすでに、ニューヨーク支社にいたはず。

「ああ。まさか、父と同じ会社になるとは思わなかったな。俺はきみと同じで環境問題に惹かれたこと。それと、海外赴任が多いことだ」

「そうなんですか。蒼佑さんは、海外がお好きなんですか？」

　彼と共通点があったことは嬉しい。もっと、蒼佑さんのことを知りたくなってくる。

「ああ。海外はとても好きなんだ。学生の頃は、イギリスへ留学していたこともあるから」

「イギリスへ？　すごいですね。たしかに、ＥＶＯＧは海外支社が多いですし、その機会もたくさんありますから」

（あれ？　でも、副社長になったら、海外赴任はできなさそうだけど……）

「そう。やる気さえあれば、ＥＶＯＧは海外赴任しやすいから。これからも、その機会を増やしたいと思ってる」

　彼はよほど海外が好きなのか、とても楽しそうに話してくれた。だからこそ、余計に気になってしまった。

「でも副社長となれば、海外赴任は難しいですよね……？」

　出張には行けるだろうけど、今までどおりという訳にはいかないだろう。。

　すると、彼はゆっくりと頷いた。

「そのとおり。本社は日本にあるわけだし、海外赴任はもうできないな」

「それで、よかったんですか……？」

　こう聞くのはおかしいかもしれないけど、蒼佑さんがあまりに外国が好きだと楽しそうに言っていたので、どうしても引っかかってしまった。

「会社の意向には、逆らえないからね。出張として行くことはできるし、これからもグローバルな視野で物事を考えるってスタンスは変わらないから」

「さすが、蒼佑さん……」

　彼の筋の通った考え方は、心から尊敬する。私も、もっともっと仕事を頑張ろうと、心から思えた。

「愛良ちゃんだって、環境問題に目を付けたところは、本当にすごいと感心したよ。けっして、メインでの業務ではないから」

「ありがとうございます。ずっと、興味を持っている分野だからです」

　自分を認めてもらえたようで嬉しい。彼との時間が思いのほか心地よくて、もう少しこのままでいたいと願ってしまった。




「今夜は本当にご馳走様でした。そしてハンカチ、ありがとうございました」

　車に戻ると、バッグからハンカチが入った袋を取り出し渡した。

「こんなに丁寧に持ってきてくれたのか。ありがとう」

　彼はハンカチを受け取ると、目を細めて喜んでくれている。そんな彼を見て、慌ててしまった。

「お礼はこちらが言うことですよ。本当に、昨日はどれほど助けられたか」

「お役に立てたならよかった。愛良ちゃん、Ｎ町だったよな。送るよ」

　エンジンをかけた蒼佑さんは、早々に車を走らせる。

「えっ？　それは、申し訳ないです。遠いですし。せめて、駅まででお願いします」

「いいよ。せっかくだし、もう少し話がしたいなと思ったから。家の近くに抵抗あるなら、離れた場所に停めるよ」

「いえ、そんなことはないです。じゃあ、お言葉に甘えていいですか？」

「もちろん」

　彼の言葉で、車はＮ町へと向かった。

　もう少し話がしたいなんて言われたら、心がざわざわしてしまう。彼の言葉に深い意味はないと分かっているのに、意識してしまう自分が情けない。

　自分の心を静めるためにも、話題を変えよう。

「蒼佑さんと同じ会社だなんて、改めて考えると本当にすごい偶然ですよね。でも立場が違いすぎるので、同じビルにいるといっても顔を合わせることはほとんどなさそうですけど」

　なんて言いながら、可愛げのない言い方だったかと気になる。だけど、意識してしまう自分の心を抑えたくて、あえて口にした。

　蒼佑さんの気に障ったら……とも思うけれど、そこまで彼が気にするとは限らないか……。

「そう、愛良ちゃんの言うとおり。たぶん、社内で顔を合わせることは、意外と少ないと思うよ」

「やっぱり、そうですよね」

（よかった。不快に思われなかったみたい。私の意識し過ぎかな）

　心の中で苦笑いをしていると、彼はハンドルを握ったまま真顔になった。

「だから愛良ちゃん、来週末も会えないか？」

「えっ？」

　会話の流れから、彼から再びお誘いがくるなんて想像していなかった。それだけに、驚きと戸惑いとであ然としてしまう。

「同じ会社でも、きみとは会えないだろうから。俺は、もう少し愛良ちゃんを知りたいと思ってる」

「蒼佑さん……。どうして？」

　彼は、私のなにに興味を引かれたのだろう。助けてもらったのは私のほうで、彼に与えてあげたものはなにもないのに。

「縁があるんだと思うから。なぜか、このままで終わるのは寂しい気がする」

　そんな風に言われると、言葉に詰まってしまう。蒼佑さんの気持ちがどういうものなのか分からなくて、なんて返していいか迷ってしまった。

　口をつむいだ私に気づいたのか、蒼佑さんが優しく問いかけてきた。

「きみは、そうは思わない？」

　赤信号で車は停車し、蒼佑さんが私を見つめる。視線が重なり、胸はドキンと高鳴った。

「思います……。こんな偶然、信じられないですもん……」

　気恥ずかしさで、思わず彼から目をそらしてしまった。だから、蒼佑さんが私の返事を聞いて、どんな反応をしたかは分からない。　

　蒼佑さんはただ静かに、また車を走らせただけだった。




　車は四十五分ほどかけて、Ｎ町へやってきた。蒼佑さんの好意に甘えて、マンション前まで送ってもらう。

　ちらほら人が行き交う道路で、蒼佑さんの高級車はとても目立っていた。

「遠いところまで、本当にありがとうございました」

　車を降りる間際、シートベルトを外して彼に挨拶をする。すると、蒼佑さんは大きく首を横に振った。

「こちらこそ、今夜はありがとう。さっきの返事、結局聞いてないんだけど、次の金曜日も誘っていいか？」

「はい……。楽しみにしています」

　拒否する理由なんてないし、私も蒼佑さんとまた会いたい。彼は会社の副社長だけど、一緒にいて気負うものはないから。きっと次に会えたときは、もっともっと自然な感じでいられるかもしれない……。

「よかった。じゃあ、愛良ちゃんの連絡先を教えてくれる？」

　彼は、ジャケットのポケットからスマホを取り出した。私も慌ててバッグからスマホを出す。

「は、はい」

　連絡先の交換というのは、なんだかとても照れくさい。自分の番号を伝えると、彼はその場でワン切りをした。

「俺の番号を、登録しておいて」

「はい、分かりました……」

（これが、蒼佑さんの番号なんだ……）

　アドレスに「蒼佑さん」が加わって、自分のスマホが特別なものになったような、そんな感じがしていた。




　彼とまた会うまでの間、落ち着かない気持ちで過ごすんだろうな。そう思っていた日曜の夜、すっかり寝支度を終えテレビを見ていたとき、スマホの着信音が鳴り飛び跳ねた。

　蒼佑さんと連絡先の交換をしてから、スマホを気にしてしまう。自分から彼へ連絡する勇気はなく、蒼佑さんからも連絡はない。

　メールを送ろうと思えばできるのに、それすらする度胸がなかった。それなのに、こうやって電話が鳴ると意識する自分が恥ずかしい。

　日曜の夜は、学生時代の友人が電話をかけてくるときがある。今回も彼女からだろうと思い、ベッドに置いていたスマホに手を伸ばした。

　単身用の１ＤＫは、手狭だけど動かなくても物が取れる点は便利だと思う。すっかりくつろいでいた私は、ディスプレイに表示された名前を見て固まった。

「そ、蒼佑さん……」

　スマホを握る手が震えてくる。日曜の二十二時。彼も、ゆっくりしている時間なのだろうか。

　ドキドキしながら通話ボタンを押すと、低く優しい声が聞こえてきた。

『もしもし、愛良ちゃん？　俺、蒼佑。今、いい？』

「は、はい。大丈夫です」

　どうしてだろう。彼の声を聞いてホッとする自分がいる。そして、嬉しいと思う自分も……。

『遅くに、ごめんな。家……だよな？』

「はい、家です。まったりしてました。蒼佑さんも、ご自宅ですよね？」

　昨日と今日は、彼はなにをしていたのだろう。友達と会っていたのかな？　そんなことを考えていたら、いろいろ聞いてみたくなる。

『いや、会社なんだ。昨日も今日も、仕事でね』

「えっ？　そうなんですか？　じゃあ、お休みは……？」

　日曜のこの時間に会社にいるの？　びっくりして、思わず壁掛け時計を見てしまった。てっきり、彼もゆっくり過ごしているのだと思っていたのに。

『ニューヨークから帰ったばかりだし、副社長に就任したばかりだからね。細々とやることが多いんだ』

「そうだったんですか……。大変なんですね」

　そんな多忙なのに、この前は私を食事に誘ってくれただけでなく、家まで送ってくれた。彼の大きすぎる優しさを感じて、胸が苦しくなってきた。

　締めつけられるようなこの感覚は、いったいなんだろう。

『最初はなんでも大変だな。ちょうど、副社長室の窓から、夜景が見渡せるんだ。綺麗だなと思ったら、きみに電話をかけたくなってた』

「蒼佑さん……」

　どうしよう。本当に胸が苦しい。彼に会いたいと思う感情が、溢れ出していくようだった。蒼佑さんが見ている景色は、どんなものなんだろう。

「私の部屋は三階なんです。だから、夜景は見えなくて。蒼佑さんが見ている景色は、どんな感じですか？」

　キラキラ輝く景色なんだろうか。できたら、一緒に見られたらいいのに……と思ってしまい、慌ててその気持ちを打ち消す。

　私と蒼佑さんは恋人同士ではないのだから、夜景を一緒に見られるわけないのに。なにを考えているんだろう。

『そうか。とても綺麗だよ。じゃあ、見上げてみて。夜空は見える？』

「え？　は、はい。夜空は見えます。あっ、綺麗な星。すごく明るい星が見えました」

　彼の言うとおりに窓から夜空を見上げると、金星と思われる星がなにより光り輝いている。

『金星だな』

「やっぱり。そうかなぁって、思ったんです」

　さすが蒼佑さん。少し話をしただけで、金星って分かってしまうんだ。感心しながら、改めて尊敬していると、彼が静かに言った。

『夜空なら、一緒の景色が見えるだろう？  あの明るい星は、間違いなく金星だ』

「え？  蒼佑さんのところからも見えてるんですか？」

　夜景を見ているのだと、思っていたのに。

『ああ。街の景色は同じものを見られなくても、夜空ならきみと同じものを見られるなと思ってね』

「蒼佑さん……」

　胸が締めつけられるような感覚に、これが彼への特別な感情だと分かる。今見上げている夜空は、蒼佑さんが見ているものと同じなんだ……。

　しばらくお互い会話はなかったけれど、その間も同じ星を見ていると思ったら、彼を近くに感じる。

　蒼佑さんもそう思って、夜空を見上げているのだろうか。それとも、それは私の自惚れなんだろうか……。

『副社長』

　不意に聞こえた男性の声に、ハッと我に返る。そういえば蒼佑さんは、まだ仕事中だったんだ。

『ごめん、愛良ちゃん。そろそろ、仕事に戻らないといけないみたいだ』

「は、はい。お忙しいのに、お電話くださって、本当に嬉しかったです」

『よかった……。遅い時間にごめん。じゃあ、また。金曜日に』

「はい、金曜日に。お仕事、無理されないでくださいね」

『ありがとう。おやすみ』

　電話が切れたあとも、しばらく夜空を見上げる。もう蒼佑さんは見てないだろうけど、少しの間でも彼と同じものを眺められていた。それだけで、幸せな気分になったから。










第三章











「愛良。なんだか、そわそわしてるね」

「えっ!?　そ、そうかな？」

　遥香の指摘に、ドキッとしてしまう。今日は金曜日で、蒼佑さんとの約束の日だ。日曜日に電話をもらって以降、彼とは連絡を取っていない。

　メールくらいなら送ってもよさそうだけど、仕事の邪魔になったらと思うと勇気が出なかった。

　社内でも顔を合わせることはなかったから、今夜会うことにとても緊張していた。それが、表情に出ていたようだ。

「うん。落ち着かない感じ。今日は週末だし、誰かとデート？」

「まさか。週末だから、早く帰りたいだけよ」

　誤魔化してみたけれど、遥香は疑いの目で「ふぅん」と答えただけだった。

（意識し過ぎかな……）

　そうは思うものの、仕事中でも電話をくれ、一緒に星を見てくれた蒼佑さんの行動を思い返すたび、表情が緩みそうになる。

　だからと言って、彼が私に本気……とまで思い込む自信もない。だけど、やっぱり軽いお誘いでもないと思っている……。

（ダメだ。集中できない）

　約束の時間は、前回と同じ十九時四十分。早く、その時間にならないかなと、そればかり考えてしまっていた。




　前回は蒼佑さんを待たせたから、今日は早く行っておこう。仕事を早めに切り上げて、待ち合わせのロータリーへ向かった。

　今夜も週末だから、お迎えの車がズラリと並んでいる。全部ではないけれど、カップルの待ち合わせが多いようだ。

　私も恋人を待っているように見えるのだろうか。それを考えたら照れくさくて、気持ちを抑えるために空を見上げた。

　明るいこの場所からでは、星は見えない。

「愛良ちゃん、お待たせ」

　ふと蒼佑さんの声が聞こえて見ると、横付けされた車の窓から彼が顔を出していた。

「蒼佑さん、お疲れ様です」

　助手席へ回り込むと、静かにドアを開け乗る。彼とプライベートで会うのは二回目だからか、前回より自然な感じがしていた。

「今夜は、愛良ちゃんに行き先を決めてもらおうと思うんだ」

「え？　私にですか？」

　蒼佑さんに頼りっぱなしになるつもりはなかったけれど、車で迎えに来てもらう立場だし、お店のことは考えていなかった。

　だから、彼からの提案に戸惑ってしまう。

「そう。といっても、急にこんなことを言っても困るだろうから、二択から選んでもらう」

「は、はい」

　レストランの場所選びだろうか？　彼からの続きの言葉を待っていると、蒼佑さんがゆっくりと静かに言った。

「今から、夕食を取ろうと思う。場所は俺の自宅マンションとホテル、どっちがいい？　選び方によってその後の過ごし方も変わるから」

「え……？」

　驚いたのは、二択の中に彼のマンションが入っていることだ。「その後の過ごし方」という言葉も引っかかり、迷う必要はなかった。

「でしたら……、ホテルでお願いします」

　いくらなんでも、彼のマンションというわけにはいかない。私たちは恋人同士ではないのだから、その選択肢はなかった。

「分かった。じゃあ、ホテルへ行こう。ここから、車で十分ほどだ」

「はい、よろしくお願いします」

　車を走らせた蒼佑さんの様子に、変わった雰囲気はない。自宅マンションを選択肢に入れたのは、単に冗談だったのだろうか。　

　それにしては、すごく真剣に聞かれたと思うけど……。

　彼の気持ちが見えなくて、心は大きく揺れていた。




　蒼佑さんの言うとおり、十分ほどでホテルへ着いた。そこは、著名人の結婚式場としても有名な高級ホテルで、車を駐車場へ停めるとロビーへ向かう。

「愛良ちゃんは、ここで待っていてくれるか？」

　ロビーにあるソファの前でそう言った彼は、カウンターへ進んだ。女性従業員に声をかけると、彼女は慌てた様子で奥へ入っていき、入れ替わるようにスーツ姿の男性が現れる。

　蒼佑さんを見るなり、深々とお辞儀をしていた。男性の雰囲気からして、支配人だろうか。

（すごい……。まさか蒼佑さんって、このホテルの常連さんなの？）

　なにやら会話をしているけれど、こちらまでは聞こえてこない。蒼佑さんがなにかを受け取ったように見えたけれど、それがなにかまでは確認できなかった。

　数分、やり取りをした彼は私のそばへ戻ってきた。

「待たせてごめん。さあ、行こうか」

「はい。あの、さきほどの方は、お知り合いなんですか？」

　エレベーターホールへ行きながら疑問を投げかけてみると、彼はさらっと答えてくれた。

「さっきの男性は、ホテルの支配人だ。仕事でここはよく使うのでね。挨拶をしてきたんだよ」

「そうなんですか。さっき、なにか受け取られたように見えたので、なんだったのかなって思ったんですが」

　やっぱり、支配人だったのか。蒼佑さんが私のそばに来るときも、ずっと頭を下げていたから、かなり気を遣っているなとは思ったけど……。

「なにを受け取ったか、あとで教えるよ」

　彼はニッとすると、エレベーターへ乗った。蒼佑さんの隣に立ちながら、含みのある言い方が気になる。

（なんだか、ここへ来てから少し感じが変わったような……）

　蒼佑さんは初めて会ったときから余裕の雰囲気を出していて、堂々としている印象だったけれど、今の彼はさらにその自信が増しているように見える。

　なにか、吹っ切れたような。大きな決断をしたような、そんな様子だった。

（気のせいかな……。それとも、仕事でいいことがあったとか？）

「そういえば。今夜は、どのお店を紹介してくださるんですか？」

「鉄板焼きの店だよ。ここの最上階にある。肉料理はもちろん、海鮮焼きもあってお勧めなんだ」

「そうなんですか。とても楽しみです」

　エレベーターには私たちしか乗っていなくて、お陰でスムーズに最上階へと着いた。エレベーターが開くと、廊下の奥に店が見える。

　どうやら、そこが鉄板料理の店らしい。

「いらっしゃいませ。松原様、お待ちしておりました。どうぞ」

　店に入るとすぐに女性店員が声をかけてきた。三十代の品がよく、感じのいい店員さんだ。彼女は、私たちを店の奥へと案内した。

　店内は照明を落とした落ち着いた雰囲気で、窓際のテーブルからは夜景が見下ろせる。中は広く、一八〇度ガラス張りになっていて、とても開放感がありロマンチックだった。お客さんも、カップルが目立つ。

「こちらです。ごゆっくりおくつろぎくださいませ」

　店員さんが案内してくれたのは、奥の廊下の突き当たりにある個室だった。

「ここならゆっくりと過ごせるだろう？　今夜は、愛良ちゃんと気兼ねなく過ごしたいと思ってるんだ」

「蒼佑さん……」

　彼に促されるように入ると、そこもガラス張りになっていて、輝く夜の景色が見下ろせた。

　ガラステーブルの他には、ソファ席もある。クラシックのＢＧＭも流れていて、落ち着いた雰囲気の個室だ。

　だけど、蒼佑さんと二人でいることで、私の心はそわそわしてしまう。それに、私と気兼ねなく過ごしたいという言葉は、どう捉えたらいいのだろう。

　戸惑いで立ち尽くす私に、蒼佑さんが手を差し出した。

「一緒に、こっちへ座ろう」

　彼が視線をずらした先には、ソファ席がある。大人が四人ほど座れそうな広さはあるけれど、ひとつしかない。

　ここを使うということは、必然的に蒼佑さんと並んで座るということだ。

「ソファ……ですか？」

　差し出された手に応えないまま、鼓動だけが速くなる。蒼佑さんはなぜ、ソファ席を選んだのだろう。

「そう。きみと、もっと距離を縮められたらと思っているから」

「私と……？　蒼佑さん、どうしてですか？」

「きみに、惹かれているから」

　その瞬間に、彼は私の手を取り引き寄せる。弾みで、蒼佑さんの胸に寄りかかってしまった。

「そ、蒼佑さん……。あの……、私……」

　手が彼の胸に触れてしまう。スーツの上からでも、蒼佑さんの体が温かいのが分かった。体を離そうとすると、それを制するように抱きしめられる。

　思わぬ展開に、鼓動が痛いくらいに強くなった。

「先週、愛良ちゃんと過ごした時間が楽しかった。きみとなら、もっとごく普通の時間も幸せに感じられそうだから」

「本気……ですか？」

　ドキン、ドキンと胸の高鳴りが強くなる。ますます、頭の中がパニック状態になった。

「本気だ。適当に言ったりなんてしないよ。俺と、ごく普通の恋人同士になってほしい」

　ぎゅっと腕に力を入れられて、蒼佑さんの体に密着する。ふわりと香るコロンの匂いは、とても甘いものだった。

　それだけでもクラクラしそうなのに、温もりに触れて心は大きく乱されていた。

「普通の恋人同士……。蒼佑さんと、私が……？」

　相手が蒼佑さんという時点で、私にとっては普通じゃない。彼は、私になにを見出してくれたのだろう。

「そう。きみは、俺のことをどう思ってる？」

「……私は、蒼佑さんをとても尊敬しています。それに、助けていただいた感謝の気持ちだってありますし」

「それは、恋愛感情とは違うということか？」

　蒼佑さんは私を抱きしめたまま、耳元で呟くように言った。彼の低く色気のある声を間近で聞いて、体がぞくっとした。

「それは、違うかもしれません。でも……」

「でも？」

　こんな風に強引に抱きしめられているのに、心がときめいてくる。温かくて大きな手に包み込まれて、ざわついていた心が凪のように穏やかな気持ちになっていた。

「私も、蒼佑さんに惹かれています。ただ、蒼佑さんとは立場が違い過ぎて、自分にとって恋愛対象になるとか、全然想像できなくて……」

「立場なんて、考えなくていい。むしろ、それは考えないでほしい」

「でも……。本当に、いいんですか？」

　蒼佑さんの温もりで変化した私の心が、彼を抱きしめたいと言っている。そっと彼の背中に手を回し、優しく触れてみた。

　ジャケット越しからでも、彼の逞しい背中が感じ取れる。ドキドキする気持ちで、そっと目を閉じた。

「それできみがいろいろ悩むなら、考えないでほしい。俺は、副社長として愛良ちゃんと接したいわけじゃない。一人の男として、向き合いたいんだ」

「はい……」

　彼の言う〝普通の恋人〟って、飾らないどこにでもいるような、そんな恋人同士のことを言うのかも。

　蒼佑さんが副社長であることや、彼のお父さんが社長であることを考えたら、彼がそう言うのも理解できる。

　あくまでも想像だけれど、蒼佑さんは自分の立場を忘れていたい時間があるのかもしれない。それが、私と一緒にいることで可能ならとても嬉しい。

「俺と、向き合ってくれるか？」

　少しだけ体を離され、彼を見上げた。ぼうっとする私は、蒼佑さんにどう映っているだろう。

　すっかり、彼の温もりと情熱に力が抜けていた。

「はい。蒼佑さんの彼女として、向き合います……」

　その瞬間、彼の顔が近づき唇が塞がれる。柔らかな感触に、自然と目を閉じた。

（もう、クラクラしそう……）

　彼に引き寄せられて、さらに濃厚な口づけをされる。蒼佑さんの舌が私の唇を優しく突いた。

　これは、口を開けろってこと……？　ドキドキする自分の鼓動を感じながら、そっと口を開けると、遠慮なく彼の舌が口腔内に押し込まれた。

「ん……。ふ……」

　思わず声が漏れてしまい、途端に恥ずかしさが込み上げる。ここはお店だというのに、体が熱くなっていた。

　彼の舌は口蓋をなぞり、私の舌と絡み合う。唾液の混ざり合う音が、部屋に響いた。

「はぁ……んん」

（も、もう、これ以上は……だめ）

　このままキスを続けられると、どうにかなってしまいそう。それに、蒼佑さんの体も心なしか熱い。

「そ、蒼佑さん……。ここ、お店ですし」

　ようやく唇が離れかけたところで、思い切って彼の体を軽く押す。すると、蒼佑さんは素直に私から離れた。

　恥ずかしくて、彼の顔をまともに見られない。

「そうだな。ここは、自粛しよう」

　蒼佑さんはそう言うと、私の額に軽いキスを落とした。




　そのあと、蒼佑さんが店員さんを呼び、料理を注文した。彼は私に希望のメニューを聞いてくれたけど、彼とのキスの余韻であまり考えられなかった。

　結局、ほとんどを蒼佑さんに決めてもらい、お肉料理から海鮮焼きなど、珍しく美味しい料理が運ばれてきたのに、私は心ここにあらずで、せっかくの味も覚えていない。

　蒼佑さんは食事の間、休日になにをして過ごしたか聞いてくれたけれど、それもふわふわした気持ちで、「掃除しました」とか「読書をしていました」など、当たり障りのない会話をしてしまった。

「……ちゃん。愛良ちゃん」

「は、はい！」

　いけない、ボーっとしてしまっていた。彼の呼びかけに我に返ると、クスクス笑われた。

「もう出ようか？　それを、聞いてたんだが」

「すみません……」

　蒼佑さんとのキスが、こんなに自分の調子を狂わせるなんて思わなかった。濃厚なキスの余韻で、私の体は火照ったままだ。

　だけど、彼はすっかり冷静になったのか、いつもと変わらない。会計用の札を持った彼のあとをついて歩いていく。

　カードで会計を済ませた彼は、私をエスコートするようにお店を出た。

「あ、あの。私、自分の分は支払いますので」

　まだ宙を歩いている感覚になりながら、バッグから財布を取り出す。すると彼が、優しく制した。

「いいよ。いらない。それより、これから朝まできみを独り占めしていいか？」

「え……？」

　エレベーターホールの前で、蒼佑さんと見つめ合う。彼は真剣な眼差しをしていた。

「これ、部屋の鍵。さっき支配人から受け取ったのは、これなんだ」

　彼がジャケットの内側から取り出したのは、カード型のルームキーだ。金色のそれは、キラキラと輝いていた。

「ホテルの部屋、ですよね？」

　緊張は最高潮になり、鼓動は今日一番強くなっている。朝までということは、彼と一夜を過ごすということ。

　戸惑いを隠せない私に、彼は静かに言った。

「きみへの告白が失敗したら、これはホテルに返すつもりだった。だけど、きみを俺の恋人にできたなら、誘うつもりでいた」

「全然、心の準備ができていなくて……」

　子供っぽいことを言うなと呆れられるだろうか。だけど、彼と過ごす夜を想像しただけで一気に不安も込み上げる。

　だって、私には男性経験がないのだから……。蒼佑さんは慣れているようだし、私のように〝初めて〟の女性をどう感じるだろう。

　付き合って早々、彼にがっかりさせることになるのだろうか。

「強引なことは認める。だけど、俺はきみを抱きたい」

　決して押し付ける口調でもなく、焦った様子もない。いつものように冷静に、静かにそう言ってくれた。そこに、彼の本気を感じていた。

「あの……。私……」

　と言いかけたところで、人の声が聞こえ始めた。お店から出てきた人たちらしい。声は近づいてきて、とても続きを言える状況ではなくなった。

「とりあえず、部屋へ行こう。ひとつ下の階だから」

　蒼佑さんに言われ、小さく頷く。やって来た人たちもカップルで、エレベーターが一緒になる。彼らはフロアは違うけれど、客室のあるフロアのボタンを押していた。

（同じ年くらいの人たちに見えるけど……）

　こんな高級ホテルで過ごす若い人たちって、本当にいるんだ……。

　エレベーターはすぐに着き、降りるとそこは廊下の奥にドアがあるだけのフロアだった。人の気配もなく、見渡す限り長い廊下が続いているだけだ。

「蒼佑さん、ここって、なんのフロアですか？　客室が見当たらないんですが」

　イメージしていた雰囲気と違い、客室が全然ない。戸惑っていると、蒼佑さんは歩きながら答えてくれた。

「エグゼクティブスイートルームのフロア。このホテルで、最高級の部屋だ。だから、ひとつしかない」

「えっ!?　そんな豪華な部屋……？」

　これから過ごそうとする部屋が、そんなに自分に場違いなところだなんて。このホテルで過ごすというだけでも、身の丈に合っていないというのに。

「初めてきみと過ごす部屋なんだ。気を遣って当然だろう」

「で、でも……」

　あたり前のように言われ、自分が処女であることがますます言い出せない。彼はドアの鍵を開けると、私の背中を優しく押す。

　一歩踏み入れると、そこは息を呑むほどのパノラマ夜景が見渡せた。

「綺麗……」

「二十五階だから、よく景色が見られるだろう？　ここは、夜の景色が綺麗だということでも人気のある部屋なんだ」

「そうなんですね……」

　彼の言うとおり、圧巻の景色だ。今は明かりが点いているけど、部屋のライトを消したらもっと綺麗なんだろう。

「だから、今夜はここで愛良と過ごしたい」

　ふわっと後ろから包み込まれるように抱きしめられ、体が跳ねそうなほどに驚く。呼び捨てで呼ばれたことにも、胸がときめいた。

「ですけど……。私……」

　言わなければ。そう思うのに、次の言葉を口にする勇気が出ない。

「そんなに抵抗がある？　きみからの信頼が薄いなら、今夜はやめようか。無理強いをしたいわけじゃないから」

　蒼佑さんの体の熱さと一緒で、私も同じ気持ちだ。言葉にするのは照れくさいけれど、彼に抱いてほしいと思っている。

　だから、ちゃんと話さなければ……。

「そ、そうじゃないんです……。私、実は……、初めてで」

　思い切って告白をすると、彼の力が抜けていくのが分かった。抱きしめていた腕が下がったのが分かって振り向いた。

　幻滅されただろうか。彼の気持ちは、一瞬で萎えたんじゃないか。そんな不安な面持ちで見上げると、蒼佑さんは驚いた顔で目を丸くしている。

「びっくりしましたよね……。この年で、処女とか……。あの、重かったらいいです。さっきの告白だって、なかったことに……」

　言い終わる前に、彼に腕を引き寄せられ唇を塞がれた。舌を押し込まれ、痛いほどに絡まれる。

「んふ……。んぁ」

　口の端から唾液がこぼれ落ちるほどに、彼は何度も舌を絡めては吸いついてくる。冷めかけた体の火照りが再熱した。

「きみの初めてが貰えるとは、思わなかった。遠慮なく、俺のものにさせてもらうよ」

「そ、蒼佑さん」

　唇を離した彼は、愛おしそうな目で私を見る。処女だと告白したことは、間違っていなかったみたい……。

　ホッとすると同時に、体を抱きかかえられて動揺した。

「お、重いですよ」

「重くないよ。愛良は、華奢だ。早く、服を脱がせたい」

　どぎまぎするばかりの私に、彼は穏やかな笑みを向け、ベッドルームへ行った。照明が落とされた部屋からは、ネオンの光が微かに届くだけ。

　それでも、蒼佑さんの表情はよく見える。

「愛良が怖くないようにしたいけど、あまり自信がない。強引だったら、ごめんな」

　蒼佑さんは言いながら、首筋にキスを落とす。吸いつくようなキスに、鈍い痛みを感じた。

「あっ……。ん……」

　自然と漏れる甘い声が気恥ずかしくて、つい両手で口を覆う。すると蒼佑さんから、手を離された。

「遠慮なく、聞かせて。愛良の喘ぐ声が、聴きたい」

「は、恥ずかしいです」

　赤面する私を見てフッと笑った彼は、ゆっくりと私のシャツのボタンを外した。慣れた手つきでブラジャーのホックを外され、乳房が露わになる。彼は尖端を口に含み、吸いついた。

「あっ……！  んふぅ。あんぅ……」

　舌をコロコロと這わせられながら、片方の乳房は彼の手で揉みしだかれる。たぷんと揺れる乳房を、蒼佑さんは揉みあげてきた。

「んぁ。あふぅ……ん」

　愛撫されるって、こういうことなんだ……。初めての感覚に、頭がボーっとしてくる。こんな声を出すなんて、まるで自分じゃないみたい。

「恥ずかしいなんて、言ってられないだろう？」

「は、はい……」

　恍惚として見る蒼佑さんは、余裕の表情をしている。私の反応を楽しんでいるようだった。

「ここは……、きみがもっと感じる場所じゃないかな」

　蒼佑さんの指は、スカートの下からショーツの中へ滑り込み、割れ目をなぞった。

「やっ……。はぁ……ん」

　初めて触れられる秘部は、彼の指の感触に敏感に反応し、あっという間に粘り気を帯びていく。

「愛良は感度がいいな。もう濡れてる」

「は、恥ずかしいです。そんなこと……、言わないで……」

　蒼佑さんの指は花弁をなぞり、陰核を擦っていく。言い表せないほどの衝撃に、思わず腰が浮いた。

「はぁ……ん。んんぁ」

　身をよじる私に、彼は耳元で囁く。

「気持ちいい？　それならもっと、気持ちよくさせてあげるよ」

　彼の息が耳にかかり、電流が走ったかのように背筋がぞわっとする。その直後、彼はスカートとショーツを脱がせて、茂みに顔を埋めた。

「だ、だめ。蒼佑さん、汚いです……」

　シャワーを浴びていないことを思い出し、反射的に上体を起こす。だけど彼は顔を上げることなく、舌を割れ目に這わせた。

「そのままのきみがいい。余計なことを、気にするんじゃない」

　彼の舌の先端が、蜜口に侵入する。蜜で濡れた秘部は、難なく彼の舌を受け入れた。

「んはぁ。んぅ……」

　くちゅっと音を立てるのは、私の蜜がどんどん溢れているからだ。それを吸い込みながら、彼は蕾の部分を優しく舐めていく。

　温かくざらざらとした舌の感触に、体はどんどん刺激されていた。

「挿れるには、十分濡れてるな。もう、俺のモノを挿れるよ」

　蒼佑さんはジャケットを脱ぎ捨てると、手際よくネクタイは外す。そして、シャツをベッドの下へ放り投げると、彼の逞しい体が目の前に飛び込んできた。

　適度な筋肉がついて締まった胸板は、見ているだけでドキドキしてしまう。

　彼の胸に視線が釘づけになっている間にもベルトが外され、ズボンを脱ぐと大きく反り立った彼の肉棒が現れた。

（あ、あんな太いものが……？）

　一瞬我に返った私に気づいたのか、彼は再び私をベッドへ押し倒す。そして、強い力で唇を塞いだ。

「ん……。んふぅ……」

　彼からの口づけに、体はますます熱くなる。ふいに唇を離されると、彼は手を伸ばしなにかを取った。

　ベッドサイドのテーブルに置いてあったのは、避妊具だ。彼はそれを装着すると、私の両手を握り穏やかな笑顔で見下ろした。

「挿れるよ。力抜いて……」

「は、はい……」

　返事をしても、力は入ってしまう。それでも彼は、ゆっくりと屹立を蜜口へ押し入れた。思ったよりスムーズに挿入されるけれど、途中から鈍い痛みを感じ、顔を歪めてしまった。

「いたっ……」

「ごめん、痛いな。でも、このまま続けるよ。愛良に、受け入れてほしい」

　蒼佑さんは静かにそう言うと、ゆっくり押し入ってくる。どれくらい挿入されたのかまったく分からないけれど、鈍い痛みは次第に快感へと変わった。

「んっ。あっ……。んぁ」

　ゆっくりゆっくりと、彼は腰を前後に振っていく。そのたびに、彼の尖端が膣壁に当たり、体が跳ねた。

「ああっ……。んふぅ。んくぅ」

（これが、セックスっていうの……？　頭が、クラクラしそう）

　彼の屹立が動かされるたび、膣の最奥に当たっているようで体が浮いてしまう。蜜の絡み合うぐちゅぐちゅっという音が、より私の心を刺激した。

「んはぁ。んくぅ……」

「愛良、可愛い声出すじゃないか。その声を、もっと聴かせて」

　蒼佑さんは腰の振りを速くしながら、両方の乳房を鷲掴みにする。上下左右に揉みしだきながら、指で乳首を摘まんだ。指の腹でころころ転がされ、秘部はますます疼いた。

「あっ……んぅ。んぁ」

　太ももに伝わる冷たい感触が、私の蜜だと分かる。彼の愛撫とピストン運動に、体は素直に反応していた。

「もう少し、速くしていい？　きみの膣内なかが、気持ちいいんだ」

「だ、大丈夫です……」

　全然、大丈夫じゃないけど、蒼佑さんが気持ちいいと言ってくれることが嬉しい。初めてで、ぎこちないだろうけど、彼を満足させられているのかな。

「じゃあ、もっと突くよ」

　その直後、彼の腰の動きは速くなり、ベッドの軋む音が目立ってきた。

　足を持ち上げられ、屹立はさらに奥を突いてくる。彼の腰が動くたびに、私の乳房はたぷんたぷんと、上下に揺れた。

「んぁぁ。はんぅ……。んくぅ。も、もう……だめ」

　おかしくなりそうなくらい、体中に快感が走る。蒼佑さんは、肩で息をして、時折顔を歪めながら腰を振っていた。

「俺も、もうイキそう」

　呟くように言ったあと、蒼佑さんはさらに腰の振りを速くする。力強く膣内を打ちつけられて、身をよじって応えた。

「あんっ……。はぁ。はぁ……。んぅぅ……」

　淫楽の絶頂を彼と一緒に迎えたあと、硬いままの屹立は、ゆっくりと抜かれた。




　セックスを終えたあと、さっさと眠ってしまう男性は、行為だけが目的だった可能性が高い。なんて、以前雑誌で読んだ記事を思い出す。

　こんなときに思い出すものではないのだろうけれど、私にとっても二人にとっても初めてのセックスのあとは、どうしても気になってしまった。

　だけど彼は眠ることなく、下着だけを身に着けたまま、キッチンへ向かった。それから数十秒後、部屋に入ってきた音が聞こえたかと思うと、冷たいものが私の頬に当てられた。

「愛良、水を飲む？」

　頬に当たったものは、冷やされたペットボトルだ。彼はもう一本持っていて、量が少し減っている。

「お水を取りに行ってたんですね。ありがとうございます」

　ゆっくり体を起こすと、自分が裸のままだと気づいて途端に恥ずかしくなる。慌てて布団で胸元を隠すと、蒼佑さんにクスクス笑われた。

「今さらだけど、そういうところも可愛いよ」

「あ、ありがとうございます」

　冷静になると、とても恥ずかしくなってくる。自分が部屋に響き渡るほどの喘ぎ声を出す人だったことに、心底驚いているから。

　それに、セックスが終わったあとも蒼佑さんの優しさはなにも変わってない……。

　彼からもらったペットボトルを開けると、少し口に入れる。冷たい水は喉を通って、火照った体を冷ましてくれそうだった。

「このお部屋からの景色、本当に綺麗ですね。ベッドルームからも、こんなに綺麗な夜景が見渡せるなんて」

　きらきらと輝く夜景は、まるで宝石箱を覗いているようだ。ベッドの上から景色を眺めていると、蒼佑さんが後ろから抱きしめてきた。

「そうだな、綺麗だと思うよ。でも、俺はきみが見たい。だから、こっちを向いて」

「そ、蒼佑さん……」

　甘い言葉に心が乱されて、心臓がドキドキしてくる。美しい夜景が、途端に遠くに見えてきた。

「だったら、こんな場所へ誘うなと言われるかな。だけど、きみを抱いたら、ますます自分の心が抑えられなくなってしまった」

　彼は私を振り向かせると、顎を引き上げ唇を塞いだ。

「ん……。蒼佑さん……」

　きつく抱きしめられて、また頭がクラクラしそう。唇を離されたあと、優しく見つめられた。彼の透きとおる瞳に、吸い込まれていきそうだ。

「体、大丈夫だったか？　途中から、きみを気遣う余裕をなくしていた」

「大丈夫です……と言いたいですが、ちょっと痛いかも」

　クスッと笑うと、蒼佑さんも柔らかい笑顔を見せた。

「ごめん」

　笑みをたたえたまま、彼は私の額に軽くキスを落とした──。




　朝になり、シャワーを浴びて身だしなみを整えたあと、ホテルをあとにした。朝食はルームサービスで済ませている。

　ロビーはピアノの生演奏が流れ、中央には噴水があった。昨夜は緊張もあって全然気づかなかったけれど、とてもラグジュアリーな時間を過ごせるホテルみたい。

　上品なカフェからは、香ばしいコーヒーの匂いが漂ってきた。

「愛良。できれば今日も明日もきみと一緒にいたいんだけど、仕事が入ってしまって、すまない」

　蒼佑さんに車で送ってもらう途中、信号待ちで彼が申し訳なさそうな顔をしたので、慌てて首を横に振った。

「謝らないでください。仕方ないことですから」

　信号が青に変わり、車は再び走り出す。朝早くから電話がかかってきて、彼は出勤することになったのだ。

　ニューヨークから帰国したばかりで多忙そうなのに、愚痴をひとつも言わず、さらに私を自宅まで送ってくれるのだから、彼の優しさに感謝しかない。

　それと同時に、蒼佑さんの愛情に心が満たされていた。

「きみが、そう言ってくれるのは嬉しいが……。我慢してないか？」

　蒼佑さんは心配そうに私を見ていて、彼を安心させるため笑顔を向けた。

「我慢してませんよ。私は、蒼佑さんを応援したいですから。お仕事で会えないから寂しいなんて、ワガママは言いません」

「愛良は、やっぱり想像していたとおりの女性だ」

「え？」

「きみと一緒にいると、自然でいられるということ。ごく普通の時間が、ずっと欲しかったんだ」

「蒼佑さん……。蒼佑さんの言う普通って、どんなことなんですか？」

　昨夜も同じことを言われて、意味が気になるのによく分からない。すると、彼は静かに言った。

「こういう時間。愛良と一緒にいる時間だよ」
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「おはよう、愛良。朝から、ボーっとしてない？」

　月曜日、出勤してきた遥香が怪訝な顔をした。

「あ、ううん。なんでもないよ」

　苦笑いをしながら、慌ててパソコンを立ち上げる。蒼佑さんと過ごした金曜日の夜を思い出し、ボーっとしていた。

　彼に抱かれた感触が、まだ残っている。土日は彼が仕事で、メールのやり取りが少しだけだったけど、それでも十分だった。

　今朝も蒼佑さんからのメールを読み返して、顔をニヤけさせていた。

「それならいいけど。いつもと雰囲気が違うし、なにかあったのかと思ったわ」

「え？　雰囲気が違う……？」

　彼女の言葉にドキッとしてしまう。蒼佑さんと過ごしたことと、きっと関係があると思ったからだ。

「うん。ちょっと色っぽくなったなって思った」

「やだなぁ。嬉しいけど、気のせいよ」

　遥香の指摘に、心の中で照れくさくなる。蒼佑さんと一夜を過ごしたことで、私に変化があったのかな……。

　そう考えたら、ますます金曜日の夜を思い出してしまっていた。

「愛良ちゃん。おはよう」

　蒼佑さんのことを思いボーっとしていると、ふと横から山井やまいさんの声が聞こえて、慌てて立ち上がった。

「お、おはようございます。お帰りなさい」

　声をかけてきたのは山井和也かずやさんで、営業部に所属している先輩だ。私より二歳年上の二十八歳で、とても社交的な人だった。

　見た目も爽やかな雰囲気で、女性社員から人気がある。私は山井さんの営業アシスタントをやっているから、彼とは頻繁に接していた。

　一週間の海外出張を終えた山井さんの久しぶりの出勤に、若い女性社員は嬉しそうだ。

「ハハハ。なにびっくりしてるんだよ。休みボケ？　俺がいない間、羽伸ばしてたとか？」

　冗談めかす山井さんに気恥ずかしくなりながらも、いつもの調子で返した。

「そんなことないですよ。山井さん、出張お疲れ様でした」

「ありがとう。これ、お土産」

　山井さんが手渡してくれたのは小さな紙袋で、薄いピンクのリボンが結ばれている。手のひらサイズくらいの大きさだけど、手渡されて戸惑ってしまった。

　お土産というより、まるでプレゼントのようだったからだ。

「あ、ありがとうございます。いただいて、いいんですか？」

「もちろん。あ、そうだ。さっそく悪いんだけど、この資料をまとめておいてくれないか？　昼からアポが入っていて、クライアントに持っていかないといけないんだ」

　山井さんから、Ａ四サイズの資料を手渡される。ざっと確認した限りでは、十ページほどあった。

「分かりました。お昼までには、作成しておきます」

「ありがとう。頼むよ」

　彼はそう言ったあと、お菓子の箱を持って部長デスクへ向かった。

「ちょっと、愛良。一人だけ、特別なお土産じゃない？」

　椅子に座ったと同時に、隣の遥香が寄ってきた。眉間にシワを作り、露骨に不満そうな顔をしている。

「まさか……。普段から、山井さんと仕事をしてるから、気を遣ってくれただけよ」

　誤魔化すように答えると、彼女はますます怪しむような表情をした。このお土産を軽々しく貰ってよかったのかと、今さらながら気になる。やっぱり、遥香から見ても不自然な感じなのか……。

「それにしても、その他大勢にはお菓子を配るだけなのに、愛良だけそんな立派なものっておかしいじゃない」

「考え過ぎだって。本当に、日ごろのお礼なんだと思う」

　さっきまで、頭の中は蒼佑さんでいっぱいだったのに、すっかり抜けてしまうくらい、山井さんからのお土産はインパクトがある。

　遥香はどうしても納得できないらしく、さらに耳打ちをしてきた。

「中身、確認してみようよ。そうすれば、山井さんの意図が分かるかも」

「え？　ここで？」

「そうよ。もし、意味深なものならどうするの？　受け取る？」

　まさかと思いながらも、袋に印刷されているロゴを見て、遥香の言葉に従おうかとも思えてくる。

　なぜなら、そのロゴは有名なジュエリーブランドのものだからだ。

「じゃあ、とりあえず中身を確認してみる」

　そっと袋を開けると、中には長方形の箱が入っている。それを取り出し、ラッピングを外すと、綺麗なネックレスが見えてきた。

「すごい……。これ、ダイヤ？」

　遥香が覗き込むように見てきて、ますます焦りが込み上げる。

「ま、まさか。ダイヤだなんて……」

　ネックレスのチャームは球体になっていて、周りに小さな宝石が埋め込まれている。シンプルながらも品があり、仕事で着けていても嫌みを感じさせないものだった。

「絶対、ダイヤよ。このデザイン、見たことあるもの。愛良、これは簡単に受け取れないわよ。やっぱり、山井さん愛良のこと特別に思ってるって」

「山井さんが……？」

「うん。結構、女子社員の間では噂になってたのよ。山井さんって、愛良のことが好きなんじゃないかって」

　遥香にそう言われ、思わず息を呑む。私自身はそんな風に感じたことがなかったからだ。たしかに山井さんはよく話しかけてくれるし、ランチにも何度か誘われて行ったことがある。

　だけど、プライベートの連絡先は知らないし、社外で会ったこともない。あくまでも、先輩後輩の関係だと思っていたのに。

「山井さん、そんな素振りを見せたことないよ？」

「愛良が鈍いだけよ。山井さんって、急に押してくるタイプなのかもね。あーあ。愛良が羨ましい」

　深いため息をついた遥香は、体を戻し仕事を始めた。

（ネックレス、どうしよう……）




「愛良、ほら。高価なものでしょう？」

　昼休憩になり、遥香とランチに行ったお店で、彼女にスマホを見せられた。それはショップのサイトで、山井さんから貰ったネックレスが紹介されている。

　人気ナンバーワンのネックレスで、球体にあしらわれた宝石は、遥香の言ったとおりダイヤだった。

「本当だ……。お土産で貰うようなものじゃないよね？」

　困った顔で遥香を見ると、彼女は大きく頷く。

「お土産というより、プレゼントね。山井さん、噂どおり愛良に本気なのかも」

「返したほうがいいよね……」

　大きくため息をついたところで、注文していたランチプレートが運ばれてくる。洋食の店で、オムレツやサラダ、それにパンやスープが並んでいた。

　遥香はおいしそうに頬張り始めたけれど、私は食べる気力が湧いてこない。山井さんは本当に、私を特別に思っているのだろうか。

　彼から思わせぶりな態度や言葉を貰ったことはない。仕事で仲良くしてもらっているのだって、私だけが特別ではないはずだ。

　彼と親しい女性社員は、他にもいるのに。私は蒼佑さんで心がいっぱいで、他の人が入り込む隙間なんてない。

　だからもし、山井さんが私に特別な感情を持っているなら、それを受け入れることはできなかった。

「高価なものだから、受け取れませんって言うのもアリかもね。でもせっかくなんだし、よく考えてみたほうがいいと思うよ」

「うん……」

　遥香の言う〝よく考えて〟は、山井さんとのことを前向きに考えてみてということなんだろうけど、それは絶対に無理。

　山井さんは午後からアポと言っていたし、退社前に彼が戻ってきたら声をかけてみよう。そして、ネックレスを返さなければ……。




　十九時半。そろそろ退社しなければいけない時間なのに、山井さんは戻ってこない。スケジュール表では、そろそろ帰社の予定なんだけど。

（営業が長引いてるのかな……）

　資料を急いでいたくらいだから、きっと忙しいのだろう。今夜は彼に会えなさそうだ。無駄な残業は、会社からきつく止められている。

　そろそろ帰らなければ、上司から叱られそうだ。遥香は五分前に帰ったことだし、残念だけど私も切り上げよう。

（とにかく、明日は返そう）

　退社準備を済ませると、バッグにネックレスの入った袋を入れてオフィスをあとにする。エレベーター前でスマホを見ると、蒼佑さんからメールが入っていた。

　――今夜、会えないか？　電話をしてほしい

　書かれていた内容を見て、非常扉を開けると電話をかける。ここは裏階段として、通常よく使用されている場所だ。

　日中は他部署の人に会うけれど、この時間なら人は滅多に使わない。早く電話をしたくて、隠れるようにここへ入った。

『もしもし、愛良？　仕事終わった？』

　電話をかけると数コールで蒼佑さんが出る。金曜日に会ったばかりなのに、彼の声を久しぶりに聞いた気がする。

　やっぱり、蒼佑さんの声を聞くと落ち着くような気分になった。

「お疲れ様です。今、終わりました。蒼佑さんは？」

　裏階段とはいえ、人が通ったときのことを考えて小声で話す。彼の名前を呼ぶだけで、とても緊張してしまった。

『俺も終わってる。土日に出勤したから、今日は早めに終われたんだ。まだ会社なら、会えないか？』

「は、はい。今夜も、駅前で待ち合わせましょうか？」

　今夜会えると思っていなかったから、すごく嬉しくなってくる。心がざわついてきて、気持ちが浮かれてくるようだった。

『いや。通用口から出て、左側の歩道で待ってて。車で、すぐに迎えに行くから』

「分かりました。すぐに行きます」

　電話を切ると、急いでエレベーターホールへ戻る。彼を待たせたくなくて、急いで通用口へ向かった。

　そこは、ビルの関係者が出入りする場所だ。正面玄関は二十時には締まるけれど、ここは二十四時まで開いている。

　もしかすると山井さんもここを通るかもしれないから、注意しなければいけない。

　蒼佑さんに言われたとおり、左手の歩道で待っておく。できるだけ出入り口から離れた場所に立ってみた。

　人も車も少ない場所で、街灯もまばらだ。ここならあまり目立たないだろう。

　それから数分後、ビルから出てきた見覚えのある高級車が横付けする。それは蒼佑さんの車で、私はすぐに助手席のドアを開け静かに乗った。

「蒼佑さん、お疲れ様です」

「お疲れ様。急な誘いでごめん。予想外に仕事が速く片付いたから、きみに会いたいと思って」

「嬉しいです。私も、蒼佑さんに会いたかったから」

　蒼佑さんの真っすぐな想いに、幸せが広がっていくよう。表情が緩むのを感じながらシートベルトを締めていると、バッグを落としてしまった。

　その弾みで、山井さんから貰ったネックレスの袋が蒼佑さんのほうへ落ちてしまう。しまったと思ったけれど遅く、彼が怪訝な顔でそれを拾った。

「可愛い袋だな。誰かからのプレゼントか？」

　袋のロゴやリボンがついていること、そして開封した跡があることから、蒼佑さんはすぐになにか気づいたらしい。

　口角は上がっているけれど、目は全然笑っていなかった。

「それは……」

　ここで誤魔化してしまうのは、蒼佑さんに嘘をつくことになる。といっても、本当のことを話したら彼を不快にさせるだろうし。

（こういうとき、みんなはどう対応するんだろう……）　

　恋愛経験に乏しい私には、この展開をどう切り抜けばいいのか、まったく分からなかった。

「言いにくいこと？　友達から貰ったわけじゃないんだ？」

　蒼佑さんの鋭い指摘に、言葉を失ってしまう。ハザードランプの音が、やけに大きく聞こえた。

「結構、高級なブランドものだね。なにを貰ったんだ？」

　優しい蒼佑さんしか知らない私には、この冷静かつ硬い口調に威圧感を覚えてしまう。誤魔化しても不審がられるだけなら、素直に本当のことを言おう。

　どっちにしても、すでに彼を不快な気分にさせているから。

「ネックレスなんです。同じ営業部の山井さんからいただきました……」

「山井くん？　フランスに出張に行っていた彼か。とても優秀な社員だと、報告は受けている」

「はい。私、山井さんのアシスタント事務をしていまして。それで、このお土産を……」

　袋からネックレスを出すと、彼に見せる。薄暗い暗い車内でも、ネックレスはきらきら輝いていた。

「綺麗なネックレスだな。とても、出張帰りのお土産には見えない」

「そう……ですよね」

　誰から見てもそう思うなら、このネックレスは早く返さないといけない。袋に大事にしまうと、バッグにおさめた。

　蒼佑さんは、どう思っただろう。おずおず彼の反応を確認すると、わずかな笑みすら消えていて、ズキンと心が痛んだ。

　きっと、傷つけてしまった……。

「でも、山井さんに返そうと思ってるんです。受け取ったときは、こんな高価なものだとは思わなくて。今日は、ずっと外出されていたので、明日必ず返します」

　慌てている私は、必死に言い訳をしているように映っているだろう。それでも構わない。蒼佑さんに、あらぬ誤解をされたくなかった。

「そうか。それがいいな。きっと、山井くんは特別な想いを込めて、愛良に渡したんだと思うよ」

　そう言った蒼佑さんは、今夜はどこへ向かうのかを告げることなく、おもむろに車を走らせた。

「あの、蒼佑さん。本当に、ごめんなさい。最初から、受け取らなければよかったです」

「仕方ないよ。咄嗟のことだと、そこまで考えられないだろう」

　言葉では庇ってくれているけれど、口調は全然そんな感じではない。あきらかに、彼は怒っている……。

　返すつもりという言葉を、信じてくれているだろうか。不安と後悔と、いろいろな思いが混ざりながら俯いた。

　せっかく誘ってくれたのに、蒼佑さんを不快な気分にさせただけだったなんて。せめて、ネックレスは会社に置いておくべきだった……。

「愛良、今からきみの家へ向かうから」

「え？　どうしてですか？」

　今夜は食事に誘われたのだろうと勝手に解釈していたのだけど、私の家へ向かうというのは、どういうことだろう。

　まさか、不愉快になって食事どころじゃなくなったとか？　もしそうなら、車から降ろしてもらわなくては。一人で慌てていると、蒼佑さんが静かに言った。

「明日の着替えを持ってきてほしいんだ。あんなものを見せられて、きみを素直に帰す気はなくなった」

「蒼佑さん……？」

　蒼佑さんは硬い表情のまま、真っすぐ私の自宅へと向かった。




「忘れ物はない？」

　自宅へ戻り、彼に言われたとおりに明日の着替えをキャリーバッグに詰めて持ってくると、それを後部座席へ入れてもらった。

「はい、大丈夫です」

　ここまでの間、彼はずっと黙ったまま。その気迫に負けて、私から話しかけることもできなかった。

　着替えを持ってくるよう言われたのは、彼の家へお泊まりをするから？　間違いないだろうけど、それを尋ねる勇気さえなかった。

　彼の自宅へ行けるなんてときめくことなのに、心が重く感じるのは山井さんのことで気まずいままだからだ。

　言い訳に聞こえても、もう一度話しておこう。車を走らせる前に、彼を呼び止めた。

「蒼佑さん。山井さんのこと、誤解しないでください。私には、蒼佑さんだけですから。本当です」

「分かってるよ。愛良が、簡単になびく女性じゃないことくらい」

　蒼佑さんの言葉に少しホッとするけれど、未だに笑顔が見えなくて、不安を拭いきれない。　

　車は蒼佑さんの自宅へ向かう。途中、お店によってイタリアンをケータリングした。

「俺のマンションは駅前にあるんだ。会社から近いし、明日の通勤には便利だと思う」

「駅前って……。もしかして、去年できたばかりのタワーマンションですか？」

　蒼佑さんが住んでいてもおかしくない場所で考えたら、すぐにタワーマンションが思い浮かんだ。

　たしか、著名人も多く住んでいるとかで、有名なマンションだ。

「ああ。そうだよ」

　彼は短く答えてくれる。なかなか、機嫌は直らないみたいだ。車はスムーズに駅前に着き、マンションの地下駐車へ入った。

　高級車ばかりがズラリと並ぶ駐車場からエントランスに上がると、コンシェルジュからの挨拶を受けてエレベーターに乗った。

　想像以上に豪華な雰囲気で、まるで金曜日に泊まったホテルのロビーのようだ。ソファセットが数組置かれて、天井にはシャンデリアがついている。

「エントランスから素敵ですね。蒼佑さんのお部屋は、何階なんですか？」

　気まずい雰囲気は自覚しているけど、努めて明るく振る舞う。だけど、蒼佑さんは笑みすら見せてくれなかった。

「五十三階。最上階だ」

「最上階!?」

　エレベーターに乗りながら、思わず声を上げてしまっていた。

「ああ。ほら、着いたよ」

　エレベーターが開き、彼のあとをついて歩く。このフロアには、蒼佑さんの部屋しかないみたい。靴音を響かせながら廊下を歩き、玄関らしきドアの前に到着すると、彼は鍵を開けて私をエスコートしてくれた。

「入って」

「は、はい」

　今さら、緊張するなんて言えないけど、どうしてもドキドキする。ゆっくりと玄関を上がると、蒼佑さんがキャリーバッグを中に入れドアを閉めた。

　廊下の電気が点けられると、奥のほうにリビングが見える。

「お邪魔します」

「待った」

　歩み進めた私を、蒼佑さんが後ろから引き止めるように抱きしめた。

「そ、蒼佑さん？」

　彼の温もりを感じると、途端に鼓動が高鳴る。彼はギュッと私を抱きしめたあと、ひょいっと体を抱き上げた。

　どぎまぎしながら蒼佑さんを見つめると、彼は熱い瞳を向けてくれた。

「自分が、こんなに嫉妬深い男だとは思わなかった。きみが、俺より先に他の男からプレゼントを貰うなんてな……」

「ご、ごめんなさい。ネックレスは、必ず返しますから」

「愛良が謝ることじゃない。俺が、嫉妬してるだけだ」

　大股で歩く蒼佑さんは、廊下を曲がると部屋のドアを開ける。そこはベッドルームで、ナイトライトを点けた彼が、私をゆっくりベッドへ下ろした。

「きみを、独占したい」

　私に覆い被さり、蒼佑さんは強く唇を塞ぐ。舌を口腔内に押し入れ、激しく絡みついてきた。

「んふ……」

　彼の背中に手を回し、熱いキスに応えていく。初めての彼とのキスと違い、今夜はとても強引だ。

　そこに蒼佑さんのもどかしさを感じ取って、胸が熱くなってくる。彼の独占欲に心地よさすら感じ、蒼佑さんのキスに応えるように、私も強く自分の舌を絡めた。

「んはぁ。んぅ……」

　キスだけで秘部が疼いてくる。こんな気持ちは初めてで、一度彼に抱かれただけで、もう体は蒼佑さんを求めていた。

「愛良……」

　蒼佑さんは私の名前を呼ぶと、シャツのボタンを外す。そしてブラジャーのホックも外し、露わになった乳房の尖端を口に含んだ。

　ざらざらとした舌が乳首の周辺を這う。時折甘噛みされて、体がぴくんと跳ねた。吸い寄せるようなキスをされながら、彼の手はスカートの中へ滑り込む。

「あっ……ん」

　湿り気を帯びたショーツに潜り込んだ彼の手は、花弁を遠慮なく弄ってきた。

「んぁ……。んふ」

　花びらを刺激され、蜜が溢れてくる。滑りやすくなった蜜口に、蒼佑さんの指が挿入された。

「あんぅ！　んんっ」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて、彼の指が膣内を掻き混ぜる。鈍い痛みさえ、快感になっていた。

「まだ二回目のセックスなのに、濡れるのが早いな。気持ちよさを感じた？」

　蒼佑さんの囁きに、体全体がぞわっとする。とめどなく溢れる蜜を感じながら、恍惚と彼を見つめた。

「だって……、蒼佑さんが上手だから」

　羞恥心が込み上げるけど、それを上回るほどに彼に抱かれたいと思ってしまう。自然と手が伸びて、蒼佑さんのネクタイを外していた。

「蒼佑さんの素肌に、直接触れたいから……」

　私がそう言ったと同時に、彼はさっとジャケットとシャツを脱ぎ捨てた。熱く逞しい胸板が目の前に現れ、そっと触れた。

「俺も、愛良にもっと触れたい」

　蒼佑さんはスカートとショーツを脱がせると、茂みに顔を埋める。彼の舌が割れ目をなぞり、蜜口へ侵入した。

「んぁ。んんぅ……。はぁ……ん」

　中を掻き混ぜるように舌を動かされ、思わず身をよじってしまう。舌を抜き差しされながら、次は陰核をなぞられた。

「あんぅ……。んぅ。んくぅ」

「気持ちいい？　どんどん、愛良の蜜が溢れてくる」

　満足げに言った彼は、私の溢れる蜜をじゅるじゅるっと吸っている。しっとりとしたシーツの感触に、自分がどれほど感じているのか分かって恥ずかしさもあった。

「そ、蒼佑さ……ん。とっても……、気持ちいいです……」

　足を広げられ、彼の舌は私の膣内を掻き乱す。すると今度は、彼の舌が抜かれ指が挿れられた。

「あっ……！　んはぁ。はんぅ……」

　彼のしなやかな指が、膣壁を擦りつけていく。舌で弄られていたときとは違い、その力強さに体が跳ねる。

「愛良は、指のほうが好きなのかな？」

　蒼佑さんはそう言って、指を二本、三本と挿れていった。彼の指が動くたびに、蜜と絡まる音がする。

　くちゅ、くちゅっと部屋に響く音に、ますます私の体は刺激を受けた。

「はぁん……。ンァァ」

　愛撫だけで力尽きてしまいそう。シーツを握り締める私の膣から、蒼佑さんは指を抜いた。

「きみに、挿れたい。今夜は、お尻を見せて」

「えっ？」

　羞恥心が込み上げる中、彼はズボンと下着をベッドの下へ脱ぎ捨てる。露わになった屹立を目にして、私は息を呑んでしまった。

「こっちだよ。きっと、もっと気持ちよくなるから」

　蒼佑さんは、私の体をうつ伏せにさせる。彼に腰を持ち上げられて、お尻を突き出すような姿勢になってしまった。

「蒼佑さん、これって……」

　なんて、恥ずかしいのだろう。顔が見えない不安と、余計なものまで見えてしまいそうな心配とで、あからさまに動揺してしまった。

「バックで突くと、もっと気持ちいいから」

　そう言われながら、臀部を撫で回される。乳房でも膣内でもない場所が、こんなに気持ちいいとは知らなかった。

　ただ撫でられているだけなのに、太ももには溢れた蜜が伝った。

「はんぅ……」

　四つん這いになりながら、彼の愛撫を受け入れていく。蒼佑さんは片手で臀部から蜜口の割れ目をなぞり、避妊具を装着していた。

「挿れるよ」

　蒼佑さんは腰をさらに持ち上げると、背後から硬い肉棒を挿入していく。じゅうぶんに濡れた私の膣は、彼の太いモノを簡単に飲み込んだ。

「んあぁ……。んくぅ」

　ゆっくりと屹立を動かされながら、彼の両手は私のお尻を撫で回す。彼の言うとおり、バックで突かれるとより深いところに当たり、下腹部が痛いくらいだ。

「愛良の肌は、本当に綺麗だな。お尻も、こんなに白くて丸い」

　彼は言いながら、少しずつ腰の振りを速くしていく。膣の最奥に彼の尖端が当たるのを感じて、恥ずかしさでいっぱいになった。

「やぁ……ん。蒼佑さん、恥ずかしいこと……言わないでくださ……い」

　彼の腰振りの速さが増すたびに、乳房が大きく揺れる。蒼佑さんは、背中から覆い被さり、両手で乳房を鷲掴みにした。

「だって、本当のことだから。さっきより、もっと濡れてる。気持ちいいだろう？」

　乳房を上下に大きく揉み上げて、尖端を指でころころ動かしていく。膣壁を突く屹立と相まって、快感が背筋を走っていった。

「アンッ。んんぁ……。はぁ、はぁ……」

　力が抜けていき、上半身が倒れ込んでしまう。肩で息をする蒼佑さんが、挿入したまま私を仰向けにした。

「きつくなっちゃったか？　じゃあ、こっちで攻めていこうか」

　両足を持ち上げられ、膝立ちをした彼が奥深くまで硬いモノを突いてくる。体が前後するほど強い腰の振りに、身をよじって応えた。

「ああっ……。んぁ。んふぅ……。も、もう……。だめぇ」

「愛良、きみを抱いていいのは、俺だけだから」

　耳元で囁かれたかと思うと、蒼佑さんに覆い被さられて、速いピストン運動を受けていく。彼は大きく呼吸をしながら、最奥を遠慮なく突いてきた。

「やぁ……ん！　ンンァッ。んはぁ。んんぅ」

　激しく軋むベッドの上で、私たちは同時に絶頂を迎えた。




　お湯をすくうと、指先から滴る。それを何度か繰り返していると、背後から蒼佑さんのクスッと笑う声が聞こえた。

「愛良、いつまで俺に背を向けてるの？」

　そう言われ、ゆっくりと振り返る。ローズソルトを入れたバスタブは、薄いピンク色に染まっていた。そのせいなのかどうなのか、蒼佑さんの頬は赤くなっている。

「だって、恥ずかしいので……。一緒にお風呂に入るのは、やっぱりまだハードルが高かったです」

　恥ずかしさを堪えきれず、また彼に背を向ける。彼とのセックスのあと、ケータリングした食事を済ませ、お風呂に入ることになった。

　最初は、先に……と言われ、一人で彼との甘い時間の余韻に浸っていたけれど、「やっぱり一緒に入りたい」と言った彼を断りきれず、こうやって一緒にお湯に浸かっている。

　冷静になって素肌を見せ合うのは、なぜだかとても照れくさい。だけど蒼佑さんは、穏やかな表情を見せていた。

「すぐに慣れるさ。きみのそういう初心なところも、すべて俺のものだ」

　ふわりと、背後から抱きしめられて、一気に体が熱くなる。彼の独占欲に満ちたところは全然嫌じゃなく、むしろ心をときめかされていた。

「蒼佑さんってば……」

　心も体も温まる。バスルームからは贅沢なほどの夜景が見下ろせて、穏やかな気持ちで窓の外へ視線を移した。

「まるで、星空の下でお風呂に入ってるみたいですね」

「窓が大きいからな。それに、高層階だからよく見渡せる。気に入った？」

「はい。とても」

　広いリビングからも、パノラマの夜の景色が見下ろせた。どうやら彼の部屋は、お手洗い以外はどの部屋からでも夜景が見えるらしい。

「それならよかった。じゃあ、明日からも来る？　俺は、大歓迎だ」

「え？　明日も……ですか？」

（すごく嬉しいけど、それっていいのかな……）

　プライベートな時間を、邪魔することにならないのだろうか。心配ごとが頭をよぎり、即答できない。そんな私に気づいた蒼佑さんは、優しく言った。

「明日の朝までに、ゆっくり考えてくれたらいいよ」




　緊張でいっぱいのバスタイムが終わり、リビングへ行くとスマホを手に取る。時間を確認するつもりが、不在着信が目に入り思わず声を上げていた。

「あっ！」

「どうした？」

　私より少し遅れてやってきた蒼佑さんが、訝しげに見ている。

「いえ、なんでもないです。電話がかかってきてたので……。ちょっと、失礼します」

　リビングを出て、廊下の先で電話をかけ直す。この番号は、パンプスを修理に出したお店のものだった。

　かけ直すと、修理が終わりパンプスが戻ってきたと説明を受ける。さっそく、明日取りに行く約束をして電話を切った。

（蒼佑さんを、驚かせたいのよね）

　彼との出会いは、あのパンプスのヒールが折れたところから始まった。私にとっては特別なものだから、蒼佑さんの前でもう一度履きたいと思っている。

「愛良、なんだか嬉しそうだな」

　リビングに戻ると、蒼佑さんに声をかけられた。嬉しさが表情に出ていたようで、慌てて気持ちを落ち着けた。

「そ、そうですか？　そんなことないですよ。あの、明日のことなんですけど……」

　さっき、お風呂で明日も来ないかと言われたことへの返事をしなくてはいけない。本音で言うなら、またここへ来たい。

　蒼佑さんに会えるなら、毎日でも……。だけど、明日は絶対に山井さんにネックレスを返さなければいけないし、パンプスも取りに行かないといけない。

　仕事が終わってもすぐに帰れなさそうだから、お断りしよう。残念な思いで彼を見つめた。

「明日は、自宅へ帰ります。いろいろ、用事もあるので……」

「用事？　そうか……。それは、残念だ」

（あれ？　蒼佑さん、かなりがっかりしてる……？）

　いつもどおり、口角を控えめに上げて笑みを見せてくれているけれど、目が寂しそうだ。きっと、私の思い過ごしではないはず……。

　遅い時間に訪れると迷惑だろうと思って断ったけれど、お誘いを受けたほうがよかったのかな……。とはいえ、今さら彼の好意に甘えても、返って不審がられるかもしれない。

　気まずい思いでいると、蒼佑さんはリビングにあるチェストからなにかを取り出し私に差し出した。

「これは……」

　目の前には、長方形の手のひらサイズのカードキーがある。銀色のそれは、くすみひとつない綺麗なものだった。

「この部屋の合い鍵。これがあれば、エントランスのロックも解除できる。愛良が持ってて」

「えっ!?　いいんですか？」

　驚いて彼を見上げると、静かに頷かれた。

「気が向いたら、明日もここへ帰ってきて。いつでも、来てくれていいから」

「はい……。ありがとうございます」

　受け取った鍵は、どう見ても使われた形跡はない。誰にも渡さなかった鍵を、私にくれるというの……？

　胸が熱くなるのを感じながら、鍵を見つめていると蒼佑さんの柔らかい声がした。

「寝ようか。明日も仕事だ」

「はい」

　ベッドルームへ行きキングサイズのベッドへ横になると、彼に抱き寄せられる。

「こうやって、きみの温もりを感じながら眠りたい」

「私もです。おやすみなさい、蒼佑さん」

　彼の温もりに包まれていると、とても安心する。甘く刺激的な時間もいいけれど、こんななにげない時を過ごすのも幸せなんだと心から思った。










第五章











「おはようございます、蒼佑さん」

　午前六時、ダイニングテーブルにパンとコーヒーを並べていると、眠そうな彼が姿を現した。

　少し寝ぐせがついている姿が可愛らしくもあり、思わずクスッと笑ってしまう。

（目が半分しか開いてないのに、それも素敵）

「いい匂いだな」

　まだ眠気に勝てないのか、彼は言葉少なめだ。テーブルの上を眺める彼に、説明をした。

「近くにパン屋さんがあって、そこでコーヒーと一緒に買ってきたんです。キッチンを勝手に使ってはいけないかなと思って」

「パン屋って、マンション向かいにある店？　わざわざ買ってきてくれたのか。ありがとう。それと、うちの物は、勝手に使ってもらって構わない。顔を洗ってくるから」

　小さく微笑んだ彼は、まだ眠そうな目で洗面所へ向かった。金曜日にホテルで過ごしたときは、朝こんなに眠そうではなかったのに。

　ふふっと笑いながら、着席して蒼佑さんを待っていると、すっかり眠気が飛んだのか、いつもの爽やかな彼が戻ってきた。

「目が覚めました？」

　向かいに座った彼を覗き込むように見ると、小さく頷いてくれた。

「ああ、やっと。愛良は、目覚めがいいんだな。昨夜は、きみの温もりを感じていたからか、ぐっすり眠っていたよ」

「それは、私も一緒です。でも蒼佑さん、ホテルのときは全然違ってましたよ？」

「それは、さすがに緊張してたからだ」

　蒼佑さんは苦笑すると、コーヒーを口にした。それだけでも、彼だと絵になるほど品がある。なにをしても蒼佑さんに見惚れてしまうのは、すっかり彼に心を奪われているからか。

「愛良、食べないのか？」

　視線に気づいた蒼佑さんが、優しく問いかけた。

「は、はい。食べます」

（いけない、いけない。ボーっとしちゃってた）

　慌ててパンを口にすると、彼のクスッと笑う声が聞こえた。

「今、俺のこと見てたろ？」

「わ、分かりました!?」

　驚いて椅子を引いてしまい、さらにクスクス笑われた。

「視線を感じたから」

「すみません……」

　朝から呆れられただろうな。だけど、蒼佑さんを見ているとどうしても視線が止まってしまう。

（食べることに集中しよう）

　買ってきたバターパンを手に取った瞬間、視界が薄暗くなったかと思うと蒼佑さんの唇が私の唇に重ねられた。

「ん……」

　優しく触れただけのキスだけれど、私の胸を高鳴らせるには十分だ。身を乗り出した蒼佑さんが、茶目っ気のある顔をして私を見つめていた。

「俺は、愛良を見てるとキスしたくなる」

「もう、蒼佑さん……」

　二人で微笑み合いながら、穏やかな朝の時間を過ごせることに感謝でいっぱいだった。




　蒼佑さんとは、時間差でマンションを出る。彼との交際はまだ秘密にしているから、人目につかないように気をつけないといけなかった。

　社内恋愛は禁止ではないから、蒼佑さんと交際することに問題はない。ただ、彼が赴任してきたばかりの副社長ということもあり、興味本位で噂を立てられることを彼が心配しているのだ。

『愛良とは、責任を持った交際をしたいから、噂で関係が知られるのは避けたい』

　蒼佑さんの言葉に異論はまったくなく、彼の希望どおりしばらくは私たちの関係は内緒にしておくことにしたのだった。

「おはよう、遥香」

「あ、おはよう。ねえ、愛良。山井さんのこと、どうするの？」

　出勤早々、遥香は声を潜めて聞いてきた。とても気になるらしい。

「やっぱり、ネックレスは返すつもり。あんな高価なものを、お土産で貰えないから」

「そっか。愛良は、山井さんと付き合ってみようって思わないの？」

「うん、思わない。素敵な先輩だと思ってるけど、それ以上の気持ちはないから」

　きっぱり答えると、遥香は納得したように頷いた。本当は、蒼佑さんが好きだからと答えたいけれど、それができないのがもどかしい。

　山井さんが分かってくれるといいんだけど……。

「そうだ。山井さんの今日のスケジュールは、どうなってるだろう」

　パソコンを立ち上げると、営業職の掲示板を確認する。ここには、営業部に所属する営業職のスケジュールが入力されていた。

　誰がいつ、どこへ外出するか。何時に帰社予定か、分かりやすいように管理されている。山井さんの欄を見ると、朝からクライアントに直行で、昼前には戻ってくる予定だ。

（お昼を誘ってみようかな……）

　そのあとは、夕方に外出で直帰になっている。お昼を逃すと、彼にネックレスを返す機会がなさそうだ。

　落ち着かない気持ちで仕事を始めると、頭の中は山井さんでいっぱいになっていた。




「ただいま」

　十一時半になったところで、山井さんが外出先から戻ってきた。いつものように、明るい笑顔を見せてくれている。

「お帰りなさい、山井さん。あの……、急ぎの仕事はありますか？」

　お昼を誘いたいのに、いざ本人を目の前にすると緊張してしまう。今までも一緒にランチに行ったことはあるのに、ネックレスのことがあるから、妙に意識してしまっていた。

「いや、大丈夫。受注をもらってきたから、これを今日中に発注にかけてもらえばいいかな」

　鞄から取り出されたクリアファイルを受け取る。ざっと書類を見た限り、今日中に処理できそうだった。

「分かりました。それと、今日のお昼、よければ一緒に行きませんか？」

「えっ？」

　誘い方が紛らわしかったか、山井さんの表情がさらに明るくなる。彼の顔を見て、罪悪感が込み上げた。

「あの、お話があって……」

「分かったよ。じゃあ、昼休憩になったら声をかける」

　山井さんはそう言うと、自分の席に戻った。不審には思われていないようで、笑顔を返されたことに胸がチクリと痛む。

　だけど、蒼佑さんに不快な思いをさせているのだから、必ずネックレスは返さなければ……。




「愛良ちゃん、行こうか」

　十二時になり、ちらほら休憩に出る人が増えてくる。山井さんに声をかけられて、仕事を途中で止めた。

「はい。行きましょう」

　遥香は私たちを気にしない振りをして、まだ仕事をしている。きっと戻ってきたら、なにか聞かれるだろう。

「愛良ちゃん、店のリクエストはある？」

「できたら、近いところがいいです」

　早く話をしたい、その気持ちが強くてお店選びに時間をかけたくなかった。すると、彼は一瞬考えると提案をしてくれた。

「じゃあ、近くのカフェにしようか。昼は、ランチをやってるから」

「はい。よろしくお願いします」

　山井さんと向かった場所は、オフィスビルから徒歩一分の場所にあるカフェだ。小さなお店で、テーブル席が数席あるだけ。

　私たちで満席になった店内は、自然光が差し込みゆったりとした落ち着いた雰囲気だった。

（話しにくいな……）

　お客さんは若いＯＬさんばかりで、それほど賑やかしい感じではない。会話が聞こえてしまいそうで、気まずかった。

「ランチセットでいい？」

「はい。それでいいです」

　パスタとスープのランチセットを頼むと、おもむろにバッグから袋を取り出した。山井さんから貰ったネックレスだ。

「あの、これなんですが……。やっぱり、受け取れません」

　彼の顔を直視できないほどに、緊張感が増してくる。テーブルの上に差し出した袋が、受け取られる様子はなかった。

　控えめに顔を上げると、山井さんはいつもどおりの落ち着いた表情をしている。

「お土産なのに、受け取れないのか？」

「だって……。お土産にしては、高価過ぎます。とても受け取れません」

　ストレートに言うと、彼は深いため息をついた。

「なるほど。お土産だから……か。じゃあ、そこに別の意味があれば納得するってこと？」

「えっ？」

　動揺したのは私のほうで、目を泳がせてしまった。

「愛良ちゃんへのプレゼントだよ。最初から、そのつもりだった。お土産って言ったほうが受け取ってもらえるかと思ったけど、違ったんだな」

「プレゼントって……。それでも、いただく理由がないです」

　ますます困る私に、山井さんはふっと表情を緩める。

「俺、愛良ちゃんのことが好きなんだ。だから、それは俺からのアプローチ。受け取ってほしい」

「山井さん……」

　絶句していると、料理が運ばれてくる。温かな湯気が頬をかすめるけれど、とても食欲が湧かなかった。

　彼は紙袋を私のほうへやり、受け取りを拒否している。山井さんの気持ちに応えることができないのだから、これを貰うわけにはいかない。

　袋を取らずにいると、彼が静かに言った。

「いきなりで驚いたろう？　今すぐ返事をしてほしいとは言わない。時間がかかってもいいから、俺との交際を考えてくれないか？」

「えっ？　そ、それは……」

　どんな風に答えたらいいだろう。理由もなく「できません」と言っても、山井さんが納得してくれるはずがない。

　だけど、蒼佑さんとの関係をここで勝手に話すわけにもいかないし。

「だから、すぐに答えなくていいって。ゆっくり考えてくれていいから、そんな困った顔をしないでほしいな」

「でも……」

　曖昧なままにしておくのは、彼に対して不誠実すぎるかもしれない。やっぱり、蒼佑さんに相談してみよう。

「愛良ちゃんが、俺に特別な感情がないのは分かってるよ。だから、急いで答えを出さないでほしいんだ。そのネックレスも、受け取って」

「山井さん……」

　きっと、彼はネックレスを返させてはくれないだろう。今はこれを受け取って、お付き合いの返事をするときに、次こそは返したい。

　袋を手に取ると、バッグへおさめた。




「愛良、ランチどうだった？　山井さんに、ネックレスを返したんでしょ？」

　午後からの業務、山井さんが営業に出たのを確認した遥香が、声を潜めて聞いてきた。やっと聞けたといった感じで、彼女は目をキラキラさせている。

「ネックレスは、受け取ってもらえなかったの」

　小さくため息をつくと、遥香は目を丸くした。

「じゃあ、結局貰ったってこと？」

「うん。あれは、お土産じゃなくてプレゼントだったんだって」

　遥香には、山井さんとのことを正直に話してみようか。なにか、いいアドバイスが貰えるかもしれない。

「プレゼント……？」

「そう……。付き合ってほしいって、言われちゃった」

「ええっ!?」

　大声を上げそうになった遥香は、慌てて両手を口で塞いだ。午後のオフィスは外出している人が多く、それほど賑やかな感じはない。

　あまり大きな声で会話はできなかった。

　気を取り直した遥香は、小さな声で続けた。

「やっぱり、噂は本当だったのね。それで？　愛良はなんて返事をしたの？」

「……なにも言えてないのよ。山井さんは、すぐに答えなくていいって言って」

「そうなんだ。山井さん、結構強引なタイプなのね。愛良は、彼と付き合うつもり？」

　遥香の質問に、首を横に振りかけてやめた。山井さんに返事をしていないのに、遥香に先に答えるわけにはいかない。それに、理由を聞かれたら答えようがないのだから。黙ったままの私になにかを感じたように、遥香は表情を和らげた。

「まあ、ゆっくり考えればいいんじゃないの？　山井さんは競争率が高いから、愛良に告白したって知られたら、大騒ぎになりそうね」

　彼女の冗談めかした言い方に、苦笑して返すだけだった。




　十九時半になり、いつもどおり退社準備を始める。山井さんはまだ営業先から戻っておらず、顔を合わせないで済むことに、少しホッとした。

　今から百貨店に寄って、修理が終わったパンプスを取りに行こう。そして、それを履いて蒼佑さんのマンションへ行きたい。

　今夜は行かないと言ってしまったけれど、山井さんのことを少しでも相談したかった。ほんの少しの時間だけでも、会えたら嬉しい。

「こちらでございます。ご確認をしていただいていいですか？」

　パンプスを修理に出したお店に行くと、すっかり元通りになった靴が手渡される。中敷きも直されていて、新品同様だった。

「はい、大丈夫です」

　このパンプスが、蒼佑さんとの縁を繋げてくれたんだなと思うと、感慨深くなってくる。箱に詰めようとしてくれる店員さんに、声をかけた。

「そっちの靴を、履いて帰りたいんです」

「かしこまりました」

　にこやかな笑顔を見せた店員さんは、元々履いていた靴を箱に詰めてくれる。それを受け取った私は、蒼佑さんのマンションへ急いだ。

（迷惑だったら、すぐに帰ろう）

　二十時過ぎにマンションへ着き、合い鍵でエントランスのロックを外す。コンシェルジュの男性と目が合い、緊張しながら挨拶をして通り過ぎる。

　エレベーターで最上階に向かうと、すでに鼓動は速くなっていた。

「緊張した……」

　慣れない場所に入るのは、こんなに緊張するものなのか。そう思うくらいに、ドキドキしていた。

　玄関ドアの横には、インターホンがある。震える指でそれを押すと、二回チャイムが鳴った。

　だけど、中から応答はない。

「まだ、帰ってないんだわ……」

　勢いで来てしまったことに、今さらながら後悔する。私が今夜来るとは思っていないから、蒼佑さんは帰りが遅いかもしれない。

　合い鍵があるから部屋へ入ることはできるけれど、突然私がいたらとても驚くだろうな。

（自分でも想像したら怖いし。やっぱり、帰ろう……）

　あれこれ考えた挙げ句、エレベーターへ引き返す。と同時に扉が開き、蒼佑さんが姿を現した。

「愛良!?」

「そ、蒼佑さん！　お疲れ様です」

　あたふたとする私に、彼は目を大きく見開いた。

「なんで？　っていうか、帰ろうとした？」

　今度は怪訝な顔をする彼に、私はどぎまぎしながら説明する。

「実は、蒼佑さんに相談したいことがあって……。それと、これも見てもらえたらなって思ったんです」

　左足を控えめに出すと、蒼佑さんは視線を落として表情を明るくした。

「パンプス、直ったんだな。よかった」

「はい。今夜、これを取りに行ってたんです。遅くなるから迷惑かなと思って、今夜はここへ来ないと言ったんですけど」

「でも、来てくれた。それなら、部屋に入ってくれたらいいのに」

　顔を上げた彼は、私の肩を優しく抱くと、玄関まで歩いていく。彼にエスコートされるように、再びドアの前まで戻った。

「来ないって言ったのに、私が部屋にいたらびっくりさせちゃうかなって思って。いきなり部屋にいたら、怖くないですか？」

　鍵を開けながら、蒼佑さんはクスッと笑っている。

「怖くないよ。むしろ、嬉しいくらいだ。今夜は一人で寂しいなと思っていたから、きみに会えて本当によかった」

「蒼佑さん……」

　リビングからは、昨夜と同じ綺麗な夜景が見える。彼は電気を点けると、私をソファへ促した。

「愛良、先に風呂に入る？」

「え？」

　今夜は帰るつもりでいたから、彼の質問を一瞬理解できなかった。

「ここへ来たからには、帰さないから。きみの着替えはあるんだし、今夜も愛良を独り占めする」

　ニヤッとした蒼佑さんは、「着替えてくる」と言って部屋へ消えていった。

　蒼佑さんの強引な言葉は、私の心を掻き乱す。ときめきを感じると同時に、山井さんのことをどう話そうか悩んでしまった。

　きっと、ネックレスを返したと思っているだろう。それなのに返せなかっただけでなく、告白までされてしまってなんて報告すればいいのだろう。

　彼の好意に甘えさせてもらい、お風呂に入らせてもらう。昨夜はキラキラ輝いて見えた景色も、今夜は曇って見えていた。

「蒼佑さん、どう思うだろう」

　肩まで湯舟に浸かりながら、悶々と思いを巡らせてみても、気持ちは鉛のように重たくなるばかりだった。




「このお料理、蒼佑さんが注文されたんですか？」

　お風呂を済ませて戻ると、ダイニングテーブルには美味しそうな中華料理が並んでいた。出来上がったばかりのようで、温かい湯気が立っている。

「そう。デリバリーしてもらったよ。夕飯、まだだろう？　一緒に食べよう」

「ありがとうございます。ごめんなさい。急に予定を変えたから、気を遣わせましたよね」

　椅子に座りながら、今夜は彼を振り回したのだろうかと心苦しくなる。すると、蒼佑さんは首を横に振った。

「愛良と、一緒に食べたいと思ってたから。ほら、冷える前に食べよう」

「はい。いただきます」

　蒼佑さんと一緒に食べるご飯は、本当に美味しく感じる。エビチリや炒飯、餃子にシュウマイと、どれも味付けが濃厚で美味しい。

　料理を堪能していると、ふと彼が言った。

「今夜は、誰かと約束でもあるのかと思ってた」

「え？　あ、そうですよね。ここへ来ないと言ったので」

　ころころ自分の考えを変えるのはやめようと、心から反省する。

「それもあるけど、昨夜どこからか電話がかかっていただろう？　俺には聞かれたくなかったみたいだし、余計なことを考えてしまっていた」

「余計なこと……ですか？」

　なんだろうと首を傾げていると、蒼佑さんはバツの悪そうな笑みを見せた。

「誰か、他の男性とか。自分がこんな風に考える人間だとは思わなくて、かなり戸惑ったけどな」

　苦笑した蒼佑さんに、私は穏やかな気持ちで微笑み返した。

「そんなわけないです。あの電話は、パンプスの修理が終わったっていう連絡だったんですよ。蒼佑さんのことを驚かせたくて、黙っていました」

「俺を？」

「はい。だって、あのパンプスのお陰で、蒼佑さんと出会ったんですから。サプライズのつもりで……」

　隠していたことが後ろめたくて言葉を濁すと、蒼佑さんは柔らかな笑顔を浮かべてくれた。




　すっかり食事を終えると、蒼佑さんはバスルームへ向かった。

「愛良は、先にベッドへ行ってていいよ。疲れただろう？」

「ありがとうございます。そうします」

　いつの間にか、時刻は二十三時になっている。彼と過ごすと、なんて時間が経つのが早いんだろう。

　山井さんの話は、蒼佑さんが戻ってからにしよう。ベッドルームへ行き、電気を点けようとして、その手を止めた。

「やっぱり、綺麗……」

　ここは、彼と甘い夜を過ごした場所だからか、さっきは曇って見えた夜景が美しく見える。

　蒼佑さんが戻るまで、ナイトライトだけの明かりにしておこうか。ベッドの真上にあるライトだけを点け、窓際で景色を眺めていた。

「テラスに出てみようかな……」

　そっと外に出てみると、冷たい夜風が頬をかすめる。窓を閉めているときには聞こえなかった車の往来の音が、ここからだとよく聞こえた。

　夜空を見上げると、西の空に輝く星が見える。

「あれは、金星……？」

　以前、蒼佑さんと電話越しに、一緒に見た金星を思い出す。離れていても、広い空の下では繋がっている。あのときはそれを感じて幸せだったけれど、やっぱりそばにいられるほうが何倍もいい。

　直接触れられる彼の温もりが、たまらなく愛おしく思えた。

「湯冷めするよ」

　ふいに聞こえた蒼佑さんの声に、驚いて振り向いた。お風呂を済ませ、ルームウエア姿の彼が立っている。

「とても綺麗な景色だったので、つい見入ってました」

　そう言うと、蒼佑さんもテラスから辺りを見回した。

「たしかに、そうだな。今夜は天気もいいから、星も見える」

「そうですよね？　あの星、いつか見た金星でしょうか？」

　指を差すと、蒼佑さんは頷いた。

「そうだな、金星だ。あのときは離れ離れで見たけど、今夜は一緒に見られる。それが、とても幸せに感じる」

　蒼佑さんは、私を強く抱きしめる。お風呂上りの彼の体はいつも以上に温かくて、石けんの香りがほのかに漂っていた。

「私も、同じことを考えてました。こうやって蒼佑さんのそばにいられることが、本当に嬉しくて……。心から安らぎを感じます」

　同じ感覚だったことに、とても感動してしまう。こんなに気持ちが高まる中で、他の男性が入り込む隙間なんてない。

　山井さんのことをうやむやにしてしまった後悔があるから、素直に蒼佑さんに謝ろう。

「俺も、きみがそばにいてくれるだけで、強くなれる気がする。体が冷たくなってる。もう、中へ入ろう」

「はい……」

　部屋へ入ると、真っ先に蒼佑さんを見つめる。山井さんの話をする覚悟を決めていた。

「蒼佑さん、本当にごめんなさい。今日、ネックレスを返せなかったんです」

　頭を下げて謝りながら、彼がどんな反応を見せるか不安が募る。がっかりしただろうか。腹を立てられるだろうか。

　緊張しながら蒼佑さんからの返事を待っていると、静かで落ち着いた声が聞こえてきた。

「分かってるよ」

「えっ……？　分かってる？」

　思わず顔を上げると、蒼佑さんはゆっくり頷いた。

「もしかして、愛良の耳には入っていないのか？　一部では、山井くんがきみに告白したと噂になっているみたいだ。きみの反応をみると、知らないみたいだな」

「は、はい。全然、知りません」

　私が山井さんのことを話したのは遥香だけだし、彼女は終業時間まで席を空けることはなかった。

　だから、噂が立つということは山井さんが誰かに話したということ？　昼間のお店には、ＥＶＯＧの社員らしき人はいなかったし……。

「たまたま、俺はエレベーターの中で聞いたんだ。営業職の男性社員たちが、楽しそうに噂をしていたよ」

「そうだったんですか……」

　それなら、やっぱり山井さんが話したんだろう。私から口止めをしたわけではないし、隠すことでもないかもしれない。

　だけど、彼にきちんと返事をしていない状況で噂として広まっていくのは不本意だった。それに、山井さんも嫌じゃないのだろうか。

「蒼佑さんには、本当に不愉快な思いばかりさせてますよね。ごめんなさい」

　謝るしかない私の両頬を、彼は優しく包み込んでくれた。

「愛良が謝ることじゃない。それに、山井くんだって。彼がきみを好きだという気持ちは、たとえ俺だって責められないのだから」

「蒼佑さん……」

　彼の大きな優しさに、心が救われていく。罪悪感でいっぱいの気持ちが少しだけ晴れた気がする。

「だけど、きみを他の男性には渡せない。山井くんにだってね」

　顔を近づけた蒼佑さんが、唇を重ねる。強引に口腔内に押し入った舌が、私のものと絡み合った。

「ん……。ふ……」

　応えるように舌を絡ませると、口の端から唾液がこぼれていく。深く熱い口づけに、一気に体は火照っていった。

　シャツをめくられ、蒼佑さんの手が滑り込む。お腹を這わせながら、徐々に手は乳房へと移動してきた。

「んっ！　あっ……」

　下着を着けていない乳房を、遠慮なく揉みしだかれる。立っているのもやっとで、壁に背中を当てた。

「愛良。きみを前にすると、理性が飛んでしまうよ」

　彼のキスが首筋に落とされ、鈍い痛みを伴いながら吸われる。それと同時に、乳房の尖端を摘まれ、彼の体を強く抱きしめた。

「んぁ……。あふぅ……。んんう」

　蒼佑さんに触れられるたび、体がどんどん刺激され、秘部が疼いてくる。ショーツに感じる冷たさは、私の愛液が溢れているから……。

「ここは、どうなってるかな？」

　彼の指が、湿った茂みを掻き分ける。ぬるっと滑る膣内に、ためらいなく押し入ってきた。

「んぁ。だ、だめぇ……」

　いきなり入ってきた三本の指が、膣壁を擦っていく。蜜と絡み合い、粘り気のある音を立てていた。

「だめって感じじゃないよ。愛良のココ、動いてる」

　膣内から抜かれた指が、痙攣している花弁を撫でた。優しく指で摘まれて、さらにひくひくと動いているのが分かる。

「はぁ……ん。あんっ。んぁ……」

「愛良は、感じやすいタイプなんだな。昨夜もお互い重ね合ったのに、こんなに濡らしてる」

　ショーツと服を脱がした蒼佑さんが、膝立ちをして蜜口に顔を埋める。足を開かせて、音を立てながら蜜を吸った。

「ンアッ！　んはぁ。んくぅ」

　彼の舌が、膣内を掻き回す。小刻みに動かされる舌使いに、蜜はとめどなく溢れた。

「愛良、もう挿れたい。いい……？」

　顔を上げた蒼佑さんが、肩で息をしながら私を見つめた。恍惚としながら、私は小さく頷いた。

「挿れて……ください」

　私の言葉に弾けるように、蒼佑さんは立ち上がると、私のシャツを脱がせる。顕わになった乳房にしゃぶりつきながら、彼は自分の服と下着を脱いだ。

　そして、私の左足を持ち上げると、硬くなった屹立を蜜口へ押し込んだ。

「あんぅ。んぁぁ。んう……」

　上下に抜き差しされる肉棒が、蜜と絡み合い、いやらしい音を立てている。彼の熱く逞しい体に手を回した。

「締まりがいいな。愛良の膣内(なか)が、気持ちいい」

　徐々に激しくなるピストン運動に、体中に電流が走る。快感という言葉が、今ほど分かることはないくらい……。

「んぁ。私も……。気持ちいい……です」

　腰を振り続ける蒼佑さんは、乳房を上下に大きく揉みしだく。彼に寄りかかりながら、体の力が抜けていくようだった。

「あんっ。あんっ。はぁん……。んぁっ」

　さらに速くなる腰の動きに、立っているのがやっと。彼の耳元で喘ぐ私の膣内に、屹立は深く押し込まれた。

「っく。んんっ……。ンァァ！」

　彼の体を強く抱きしめながら、硬い棒で打ちつけられる感触で絶頂を迎えていた。




　汗ばんでいた蒼佑さんの体は、すっかりさらさらになっている。ベッドの中で抱き合っていると、彼の温もりに眠気が襲ってきていた。

「蒼佑さん、体が冷えますから」

　うつろとしながら、ベッドの下に落ちていた服を拾い上げる。彼に渡すと、閉じかけていた目を開き、蒼佑さんは起き上がった。

「ありがとう。もう少しで、眠るところだった」

「ごめんなさい。起こしちゃいましたか？」

　とっくに深夜なのだから、あたり前かもしれない。でも、冷えた体で眠っては風邪を引いてしまいそう。

　蒼佑さんには悪いことをしたかもしれないけれど、やっぱり服を渡しておきたかった。すると彼は、小さく笑みを浮かべて首を横に振った。

「大丈夫。寝てたわけじゃないから。それに、服を着ないといけないのは、きみも同じだ」

　シャツを着た蒼佑さんが、私の服を拾い上げる。

「ありがとうございます」

　受け取ろうとすると、彼は手を引っ込めた。

「蒼佑さん？」

「愛良に少し触れてから、これは渡すよ」

　そう言った蒼佑さんは、私を押し倒すと乳房を口に咥える。優しく吸いついてきて、自然と甘い声が漏れた。

「ん……。ふ……。そ、蒼佑さん……」

「これ以上はしないから。愛良も眠いだろう？　もう少しだけ、きみに触れていたかっただけだ」

　ちゅぱっと音を立てながら、蒼佑さんは両方の乳房を愛撫していく。舌で尖端を舐め回すと、優しく甘噛みをした。

「はぁ……んっ」

　これ以上攻められたら、秘部が疼いてきそう……。そう感じていたところで、彼の愛撫は終わりシャツを手渡された。

「理性が飛んでいく前に、やめておくよ。愛良を独占したいと思えば思おうほど、自分が暴走しそうだ」

　蒼佑さんは苦笑をすると、私の隣で横になった。彼の言葉に、山井さんへのもどかしさを感じて胸が苦しくなる。

　蒼佑さんを安心させる言葉を探していたとき、彼が静かに言った。

「きみを苦しませて、すまない」










第六章











『きみを苦しませて、すまない』

　昨夜の言葉は、どういう意味だったのだろう。彼に真意を聞きたかったけれど、ゆっくり時間があるときに話したいと言われ、そのまま眠ることにした。

　だけど、朝起きてからも気になって、ずっと心に引っかかっている。今朝は、蒼佑さんが早く出勤しないといけないこともあり、ほとんど会話らしい会話はできなかった。だから余計に、気になってしまう。

「愛良ちゃん、おはよう。これ、あとで見ておいて」

　出勤し、業務を始める準備をしていると、山井さんが通りすがりにメモを置いていった。

「お、おはようございます」

　挨拶を返したときには、すでに彼は離れた場所にいて、目を合わすこともなかった。

（なんだろう……）

　二つ折りになっているメモを広げると、そこには携帯番号と週末の約束が書かれていた。――「金曜の夜に会いたい》そう書かれていて、絶句してしまった。今まで、二人きりで仕事終わりに会うことはなかった。

　それなのにこうやって誘ってきたということは、それだけ山井さんが本気だということだろうか。

「ネックレスを返そうとしたことが、返って刺激になったのかもね」

「え？」

　出勤してきた遥香が、ため息をつきながら着席した。

「ごめん、なに見てるのかなって思って覗いちゃった。山井さんからでしょ？　彼、とっても強引なところがあるみたいだから、気をつけたほうがいいかもよ？」

「どういうこと？」

　遥香がメモを覗いたことより、山井さんに関する情報のほうが気になる。緊張しながら彼女を見ると、声を潜めて言った。

「総務部の先輩から聞いたんだけど、山井さんって狙った女性を無理やりホテルに連れていくみたいよ？」

「本当なの？」

　まったく信じられず、目を丸くする。すると、遥香は真剣な目をして頷いた。

「偶然、その先輩の学生時代の友達が、山井さんとコンパで会ったらしくて。美人な人らしくて、山井さんから猛アプローチされたらしいわよ」

「山井さんから……？」

　遥香が言うには、その日の夜に二人はホテルで一線を越えたとか。だけど、山井さんのほうは、それ以降彼女に冷たく接し、結局一夜の遊びだったらしい。

　他にも、後輩社員に告白されて、一夜限りの体の関係で捨てる……という行為を繰り返してたとか。その話を聞いて、あ然とするしかなかった。

「その後輩の子も、ショックで会社辞めてるし、どこまで信憑性があるかは分からないの。ただ、愛良のことが噂になってるときも、次のターゲットはあの子か……みたいに言われてたって」

「山井さんは、私を本気でアタックしてきてるわけじゃないってことね」

「分からないのよ。でも、私たちが思ってる以上に、彼は裏がありそう。だから、気をつけてね」

「うん。ありがとう……」

　どこか信じられない気持ちで、山井さんに目を向ける。彼は普段と変わらない様子で、課長や部長に声をかけ、今日の営業先の再確認をしていた。

（そんな噂がある人だなんて、全然知らなかった……）

　ただ、彼の噂の真偽がどうであれ、私は山井さんの好意も誘いも受けることはできない。書かれている携帯番号は、プライベートのものだろう。

　そこに連絡してほしいという意味なのだろうけど、彼に私のプライベートの番号を伝えるわけにはいかない。「ごめんなさい。お誘いを受けることはできません」と彼のメモに返事を書いたとき、急にオフィス内がざわついた。なにかと顔を上げると、蒼佑さんが営業部の島へ歩いてくるところだった。

「あ、愛良。副社長よ。かっこいい……」

　すっかり遥香も興奮していて、彼を目で追っている。営業部へ来ること自体が珍しく初めてのことなので、私たちだけでなく、部長や課長も慌てていた。

「ふ、副社長。お疲れ様です」

　普段は陽気で明るい部長が、冷や汗をかいて立ち上がっている。蒼佑さんは、けっして硬い表情で歩いてきたわけでなく、むしろ凛として余裕の表情をしていた。

　それでも、彼のぴんと伸びた背筋と颯爽と歩く姿に、周りは完全に圧倒されている。

（会社の顔をしている蒼佑さんも、本当に素敵）

　不謹慎ながらも、そう思ってしまう。彼に見惚れてしまっていた。

「急なことで、すまないな。部長と課長に、確認したいことがある。時間を少し、貰えないだろうか？」

「は、はい。大丈夫です」

　部長も課長も胸を張り、直立不動で答えている。それだけ、蒼佑さんの登場が不意打ちだったということだ。

「きみは……、山井くんか？」

　部長たちのそばにいた山井さんに気づいた蒼佑さんが、彼に声をかける。すると、山井さんも背筋を伸ばし、蒼佑さんを見た。

「はい。営業一課の山井です。よろしくお願いいたします」

　蒼佑さんは、彼に対しても表情を変えることなく「よろしく」と返事を返していた。

「愛良、部長たちに確認って、なんなんだろうね」

　蒼佑さんが部長たちと奥の応接室へ向かうのを眺めていると、遥香が声をかけてきた。彼女の質問はごく自然なもので、オフィスは同じような疑問があちらこちらで飛び交っている。

「うん。なんなんだろうね。わざわざ、副社長が来られるくらいだから」

　いいことなのか、悪いことなのか、それも分からないくらいに蒼佑さんは表情に出ていない。感情のコントロールが上手なんだろうと思うと、ますます彼に惚れ直してしまった。

「あ、そうだ。これを返しておかなくちゃ」

　思わぬ蒼佑さんの登場に、メモを渡しそびれていた。山井さんのデスクを見ると、外出準備をしている。

　これから営業に出かけるというのに、このメモを返すのは申し訳ない気もするけれど、へたに引っ張るよりはいいと思う。

　小さく深呼吸をし、覚悟を決めて彼のデスクへ向かった。

「山井さん、これをお願いします」

　急に声をかけたからか、彼は驚いたように私を見た。

「あ、ああ。ありがとう、愛良ちゃん」

　メモを受け取った山井さんは、それを無造作にジャケットのポケットにしまった。蒼佑さんと挨拶をしたことで、まだ緊張が解けていないのか。

　山井さんの様子が、どこか変だ。焦っているというか、そわそわしているというか。営業に出かけなければいけないから、急いでいる……というのも違う気がする。

「いえ。のちほど、ご確認をお願いします」

　違和感を覚えつつ、彼に会釈をしてデスクに戻る。いつもなら、爽やかな挨拶をしてオフィスを出る山井さんが、挨拶もそぞろに出かけていった。

（なにか、変……）

　いったい、どうしたんだろう。蒼佑さんが来たことと、関係あるのかな……。




　蒼佑さんと応接室へ行ってから、部長たちが戻ってきたのは一時間近く経ったあとだった。

　疲弊したように見える上司たちに、朝の山井さんを重ねてしまう。本当に、いったいどうしたのだろう。

「ただいま、愛良ちゃん」

　考えごとをしていたときに、ぽんと山井さんに肩を叩かれ、驚きで腰が浮いてしまった。

「あ、お、お帰りなさい」

　朝に比べると、彼は落ち着いた様子で、単に蒼佑さんに会って緊張しただけなのかもしれないと思った。

（いろいろ、考え過ぎだったかな）

「あのさ、愛良ちゃん」

「はい……」

　急に耳元で囁かれて、警戒してしまう。彼が、私にこんなに接近してきたことはない。やっぱり、様子がおかしい。

「あとで、非常階段に来てくれないか？　メモの返事で話がある」

「え……？」

　淡々とした口調で言った山井さんは、そのまま自分のデスクへ向かう。彼は疲れたように椅子に座ると、さっそくパソコンを操作していた。

　メモの返事というのは、金曜日の誘いを断った内容のことだろう。それについて、山井さんはきっと納得してくれていないんだ。

　それは分かるけれど、彼の気持ちに応えることはできない。もう一度きちんと、山井さんにそれを伝えよう。

　さすがに社内で、なにかされることなんてないだろうし。遥香から聞いた噂は、どこまでが真実なのだろうか。

　十七時半になり、仕事が落ち着けかけたとき、山井さんが声をかけてきた。

「愛良ちゃん。いい？」

「はい……」

　席を立つ私を、遥香が心配そうに見ている。それだけ、山井さんの素性が不明だからかもしれない。

　私も、あんな噂を聞かなければ、それほど警戒心を持たなかっただろう。緊張しながら、彼のあとをついて行く。

　さっき彼が言ったとおり、非常階段に向かった。ドアを開けると、そこは窓から夕陽が差し込み、思っていたより明るい。

「愛良ちゃん、なんでダメなんだ？　金曜日がマズイ？」

　二人きりになると、山井さんは急に鋭い目つきに変わった。今まで見せたことのない表情にぞくっとしてしまう。

「曜日の問題じゃないんです。山井さんとだから、行けないんです……」

　失礼に聞こえるかもしれないけれど、中途半端なことは言えない。きっぱりと伝えると、山井さんは私の腕を強引に掴んだ。

「い、痛い。山井さん、離してください」

「嫌だね。考えてほしいと言ったはずだ。なんで、焦って答えを出す？」

「それは、考えても自分の気持ちは変わらないからです……」

　まさか、会社で大胆な行動に出るはずがない。と思っていたけれど、違うみたいで戸惑ってしまう。

「違う。考えてくれていない。愛良ちゃん、誰か好きなやついるの？」

「そ、そこまで答える必要はないと思います」

　なぜここまで、彼は私に執着するのだろう。それが分からない。緊張で息を呑むと、彼は手に力を入れた。

「痛いです……。山井さん、離してください」

　彼の気迫に迫るものが怖いけれど、大声を上げれば周りが気がつく。そんなリスクの高い中で、山井さんがこれ以上強引なことはしないだろうと思っていた。

　だけど、彼の思い詰めたような表情が、不気味にすら感じられる。

「はっきり言えばいいのに、誤魔化す辺り、人には言えないような奴が好きなんだろう？」

「え……？」

　なんて鋭い指摘なんだろう。畳み掛けるように図星なことを言われて、たじろぐばかりだ。冷静にならなければと思うのに、目が泳いでしまった。

「愛良ちゃん、人に言えないような奴なら忘れなよ」

　山井さんは腕を引っ張り、私を自分のほうへ引き寄せる。彼の体が近くにあって、抵抗感から体を押しのけた。

　でも、片手を掴まれているせいで、山井さんの体はびくともしない。

「山井さん……。まだ業務中ですから、早く戻らないと」

（誰か、通らないかな……）

　日中は、フロアの行き来で使われる場所なのに、夕方以降はまるでひとけがない。誰かの気配を感じれば、山井さんもやめてくれるだろう。

　そんな淡い期待を抱いてみたけれど、まったく人が通る様子はなかった。

「そうだな。戻らないと。でもその前に、愛良ちゃんに俺の気持ちをもっと分かってもらいたいんだ」

　ぐいっとさらに腕を引っ張られ、彼の顔が至近距離まで近づく。吐息が頬にかかるほどで、緊張が一気に増した。

「や、やめて山井さん。大声上げますよ？」

　へたに動けば唇が当たりそう。嫌悪感でいっぱいになりながら、できるだけ顔をそむけた。

「なあ、愛良ちゃん。きみ、もう二十六歳だろう？　そんな風に初心に見せなくてもいいじゃん」

「え？」

　強引に顎を引き上げられ、不敵な笑みを見せられる。山井さんは、今までこんな強引な素振りを見せたことはなかった。

　とても爽やかで社交的で、頼りになる先輩だったのに……。

「山井さん……、どうしたんですか？　山井さんらしくないです……」

　遥香から聞いた噂どおりなのか。それなら、心から悲しい。これ以上、彼を軽蔑したくなくて、自分の思いをぶつけた。

　だけど、恐さもあってか、涙声の頼りないものになってしまったけれど。それでも、少しは彼に響いたのか、掴まれている腕の力が抜けていく。

　その隙に彼から離れると、扉を開けた。

「山井さん、今はあなたの顔も見たくありません」

　彼に背を向け、急いでオフィスへ戻る。山井さんはなにも言わなくて、私を見ることはなかった。

　自席へ戻るとバッグから、ネックレスの入った紙袋を取り出す。山井さんが戻ってくる前に、それを彼のデスクへ置いた。

　受け取ってもらえないなら、強引にでも返そう。そう思ったから。

　山井さんが戻ってきたのは、それから十分ほど経ってから。威圧的な雰囲気はなくなり、表情から明るさは消えている。

　彼はデスクに置いてあった紙袋を、黙って引き出しへしまっていた。




　――しばらく、きみに会える余裕がなさそうだ

　蒼佑さんからメールが来ていて、その意味から私と会いたくないのだろうと思った。といはいえ、それはネガティブな意味ではなく、純粋に私に構う時間がないと教えられたのだろうと解釈した。

　私も、山井さんとあんなことがあったばかりで、蒼佑さんと顔を合わせづらい。ネックレスは返せたし、自分の思いは山井さんに伝えられたと思う。

　だから、蒼佑さんに相談をすることもなくなったし、彼の仕事が落ち着くまで少し距離を置こうと決めたのだった。

　蒼佑さんより先に彼のマンションへ帰り、着替えなどを持って帰る。リビングテーブルには、「あまり無理をしないでくださいね」とメモを残した。

　蒼佑さんと会えないのだと思うと寂しさが込み上げるけれど、頭と心の整理をするには少し時間が必要だ。

　会えない時間も、彼への想いを強くする時間に変えたい。

「今日は、星が見えないみたい……」

　自分の部屋から夜空を見上げると、今夜はまったく星が見えなかった。月も隠れているから、雲が多いのだろう。

　今夜も、蒼佑さんは仕事に精を出している。きっと、まだ会社なんだろうと想像したら、切なくなってきた。

（離れてるのって、こんなにもどかしいものなんだ……）

　せめて、同じ景色を見ていられたらいいのに。蒼佑さんと会えない時間を、もっと有効に使おうと思っていたけれど、あまりやる気が出ない。

「いいや、明日から頑張れば」

　自分に言い訳をして目を閉じてみても、結局蒼佑さんの夢を見るだけだった。




「大変、大変！」

　蒼佑さんと会えないまま、週末を跨ぎ十日が経っていた。かなり多忙なのか、メールすらこなくて、私からも連絡を控えていた。

　その間、読書をしたり、自分磨きをしたり、挫折しかけていた英会話の勉強をしたけど、どれも心ここにあらずで集中できなかった。

　すっかり、心がしょげ始めた頃、遥香が血相を変えてやってきたのだった。

「朝から、どうしたの？」

　出勤してきた私を呼び止めた遥香は、腕を引っ張り耳打ちをしてきた。

「山井さんが、謹慎処分だって」

「えっ!?」

　衝撃的な内容で、呆然とする。反射的に山井さんのデスクに目をやると、彼の姿はなかった。それどころか、ペン立てやカレンダーなどの備品がなくなり、整頓されている。

　山井さんの謹慎処分は、オフィス内で大騒ぎになっており、いたるところの島で、みんなが噂をしていた。

「なんでも、架空受注していたとか」

「架空受注？」

　遥香に怪訝な顔を向けたところで、オフィスに蒼佑さんが入ってくる。彼の姿を見て、それまでざわついていた室内が、しんと静まり返った。久しぶりに彼の顔を見て、本来なら胸がときめくはずなのに、まったくそんな気持ちになれない。

　不安と心配だけが、渦巻いていた。蒼佑さんは、営業部長と課長に声をかけると、三人で部屋を出ていく。

　きっと、山井さん関係だろう。

「副社長のところに、クライアントから苦情が入ったらしいわ」

「そうなの？」

　目を丸くすると、遥香は頷きながら続けた。彼女は、以前にも噂を教えてくれた総務部の先輩から聞いたらしい。山井さんは、営業ノルマを達成するために、これまでに何度か架空受注をしていたらしかった。

　それでも、今回まで気づかなかったのは、それだけ彼が巧みに誤魔化していたから。だけど、先週、発注した覚えのない請求書がクライアントに届き発覚したらしい。

　そのクライアントは、蒼佑さんと海外部門で親交があり、責任者が蒼佑さんに相談したとか。営業部へ初めて顔を出したとき、部長たちに話があったのは、山井さんのことだったと、教えてもらった。

　そして山井さんも、その日のうちに蒼佑さんや部長たちから事情を聞かれ、当初はいろいろ誤魔化していたとか。

　だから、私に対してもあんなに強引な態度を取ったのかと、妙に納得してしまった。彼はきっと、もうこの会社にいられなくなる、それに気づいていたのだろう。

「思い出してみれば、あれから山井さんの姿を、ほとんど見なかったものね。私、てっきり営業が忙しいのかと思ってた……」

　と遥香に言いながら、その割には発注の依頼がこなくておかしいと思っていた。それに、彼自身と話をすることもなかったし。

　自分の気持ちが分かってもらえたのだとホッとしていた部分もあったけれど、見えないところで大問題が発生していたということか。

「それだけじゃないのよ。山井さん、営業中に知り合いの女性を、ホテルに連れ込んだりしてたらしいわ」

「ええっ？」

　さすがに大きな声を出してしまい、遥香に慌てて咎められる。

「声が大きいって！」

「ごめん。だって、あまりにびっくりしたから」

　正直、少し前の山井さんからでは、まるで想像もできないことだ。架空受注で営業ノルマを満たしていたことも、外回り中に女性とホテルに行っていたことも。

「それも、別のクライアントに見られていたみたい。苦情が重なったこともあって、謹慎処分らしいわよ。そのあと、クビになるか自主退職になるか分からないみたいだけど」

　深いため息をつく遥香を見て、私も切なくなってくる。山井さんの噂話が出てきたのは、偶然だったのか関係あるのか。

　今となっては分からないけれど……。その後、営業部長から山井さんの説明が行われて、ほぼ遥香が言っていたことと変わりなかった。

　処分については、解雇という厳しいもので、そこは朝聞いたものと違っていたけれど……。




「がっかりね。山井さんって、素敵な人だったのに」

　終業時間になり、ちらほらとそんな声が聞こえてくる。彼の〝裏の顔〟は、社内に大きな衝撃を残していた。

　彼の強引なアプローチから解放されたことには安心したけれど、喜べるものではない。ガランとした山井さんのデスクを見つめ、ため息を漏らした。

　この十日間、蒼佑さんが忙しかったのは、山井さんのことがあったからだろう。そう思うと、彼に連絡するのも憚れるようだった。

　副社長に就任してきたばかりで、どれだけ大変だっただろう。架空受注だなんて、クライアントからの信頼を損なう事案だ。

　蒼佑さんや上司たちがどれほど大変だったか、それを想像するだけで胸が痛かった。本当は、蒼佑さんに連絡したいくらいだけど、迷惑だったら……と躊躇してしまい、できないままでいる。

　今回は、彼からの連絡を待ってみてもいいかな。と思っていた頃、蒼佑さんから電話がかかってきた。

　彼とまともに会えない日々が、二週間になっていた頃だった。

『愛良。全然連絡できなくてごめん』

「いいんです。気にしないでください。私からも、連絡しなかったんですから」

　金曜日の夜に、蒼佑さんから電話があり、ようやく声が聞けた嬉しさが込み上げる。それと同時に、仕事がひと段落したのだろうと安心感もあった。

『愛良が気を遣ってそうしてくれてると、ちゃんと分かってたよ』

「蒼佑さん……。お仕事は、落ち着いたんですか？　山井さんの件、びっくりしました」

　彼の今の一言で、私たちは会えない間も絆を深められていたのだと確信できた。

『ああ、ようやく。山井くんのことは、愛良も驚いただろう。彼から、アタックされていたのだし』

「はい、とても……。だけど、山井さんが私に本気じゃなかったって、それは分かりました」

　彼の真意は、今となっては謎のままだけど、社内で近い関係だった私に、単純に興味を持ってくれたのかもしれない。

　山井さんは姿を現すことなく、会社を去ってしまったのだから、知る術はない。

『彼のことは、たとえきみであっても迂闊には話せないけど、きみのことは彼なりに本気だったかもしれないな』

「私には、そこまで響きませんでした」

　非常階段での出来事を話そうか迷ったけれど、結果としてなにもなかったのだし、隠し事をしているようだから、蒼佑さんに説明をした。

『そういうことがあったのか。山井くん、だいぶ自暴自棄だったんだな』

　短くそう言った蒼佑さんは、それ以上彼の話をしなかった。私も、山井さんのことを必要以上に聞くべきでないと思い、もう話題から外す。山井さんには裏の顔があり、それは業務上の不正を起こした。それがすべてだから。

『愛良、急なことなんだが、明日会えないか？　久しぶりに、うちでゆっくりできないかなと思ってる』

「は、はい！　ぜひ、蒼佑さんのお家へお邪魔したいです」

（よかった……。私と会いたいと思う余裕ができたんだ）

　高鳴る胸を抑えながらも、表情は緩んでいく。彼の顔をまともに見ることができないままで、恋しさが募っていたのだと、改めて自分の気持ちを自覚した。

『それじゃあ、明日、迎えに行く』




　私から、彼の自宅へ行くと申し出たけれど、蒼佑さんは頑として譲ってくれなかった。翌日、十五時に私のマンションへ迎えに来てくれた。

　蒼佑さんは今日も、お昼過ぎまで仕事があったらしい。忙しい中で、私に会いたいと思ってくれたことが、なにより嬉しかった。

「久しぶり、愛良」

「ふふ。本当に、お久しぶりですね。お仕事で、疲れてませんか？」

　二週間ぶりの蒼佑さんとのプライベートな時間に、胸が熱くなるほどに高鳴る。彼に会えたら、寂しかった時間を忘れていくようだった。

「疲れてないよ。やっときみに会えると、そればかり考えてたから」

　蒼佑さんは顔を近づけると、唇にキスを落とした。不意のことに、思わず目を丸くしてしまう。そして、一気に照れくささが込み上げた。

「蒼佑さんってば、大胆過ぎます……」

　私だって、どれほど彼に会いたかったか。平気だと思っていたけれど、こうやって蒼佑さんを目の前にして、それはただの強がりだったと気づいた。

「大丈夫。誰も見てないから」

　彼はそう言って、もう一度唇を塞ぐ。ざらざらとする舌が、私のものと絡み合った。

「んん……。蒼……祐さん」

　久しぶりに感じる彼の温もりに、頭がボーッとしてくる。ふわふわとした気持ちになっていると、彼が唇を離し額と額をくっつけた。

「行こうか。きみに触れていると、離れ難くなってしまう」

「は……い」

　それは私も一緒で、ここが車の中でなければ……と思ってしまう。心に満たされる思いを感じながら、彼とのキスの余韻に浸っていた。




「夕陽が綺麗ですね」

　蒼佑さんのマンションへ着いたときには、陽がすっかり沈みかけている。このリビングは、夕陽も眺められるのかと感心してしまった。

「そうだろう？　今日は少し温かいから、バルコニーへ出てみる？」

「はい。そうします」

　彼に誘われバルコニーへ出ると、陽の光が程よく心地よかった。夜の景色とは全然違うけれど、夕焼けの空も素敵だ。

　蒼佑さんと並んで立っているだけでも、とても満たされていた。

「この部屋は、朝陽も夕陽も日中の温かな光も差し込んできてとても明るいんだ」

「そうですよね。それに、夜は宝石のような夜景も見られますし」

　改めて考えると、本当に夢のような場所だ。それだけでなく、蒼佑さんもいるのだから、私にとってはとても贅沢な場所……。

「そう。愛良は、こういう景色をずっと見ていたいか？」

「はい！　それに、蒼佑さんと一緒に見ているっていうのがいいんです。いくら、こんな素敵なお部屋でも、一人で見るのは寂しいですから」

　彼に笑顔を向けて答えると、柔らかな笑みを返してくれた。

「よかった。それなら、ずっとここで暮らさないか？」

「えっ……？　それは、どういう意味ですか……？」

　〝ずっと〟という言葉を、どう捉えたらいいのだろう。蒼佑さんが、どんな意味で言っているのかが分からず、どぎまぎしてしまう。

　戸惑いを見せる私の左手を、彼は優しく取った。

「結婚を前提に、付き合ってほしい」

「け、結婚……」

　彼はスーツのポケットから小さな箱を取り出すと、開けて見せてくれた。中には、ダイヤが散りばめられた指輪が入っている。

「こ、これは……」

「俺からのきみへの約束。これから先も、愛良だけを見ていると……」

　プラチナのリング全体に、ダイヤが埋め込まれていて、いったい幾つあるのか想像もつかないほどだ。

　箱には、有名ブランドの名前が記されていて、息を呑むほどに素敵な指輪だった。

「約束……」

　指輪を取った蒼佑さんは、私の左手薬指にスルリとはめる。サイズがぴったりで驚いてしまった。

「そう。約束だ。きみとは、これからも真剣に付き合っていきたいと思っている。だから、返事を聞かせてほしい」

　真っすぐな彼の目から、視線をそらせない。熱い眼差しを向けられ、胸が高鳴っていた。

「嬉しい。蒼佑さんが、私とのことをそこまで真剣に考えてくれているなんて……。もちろん、答えは〝はい〟です」

　照れくささが込み上げながら、思わず薬指を握りしめる。彼の想いが詰まったこの指輪は、すごく特別なものに感じられたからだ。

　気恥ずかしさで伏し目がちになると、ふわっと優しく抱きしめられた。

「愛良、きみを愛してる」

「蒼佑さん……」

　甘い香りがする彼の体を抱きしめて、感動で胸がいっぱいになる。やっと触れられた温もりに、すっかり安心しきっていた。

「山井くんの話を聞いたときに、早くきみの自分の想いを伝えたかった。だけど、思った以上に、彼の件が大きな問題だったからね。愛良との時間すら作れなかったんだ」

「本当に、大変でしたよね。蒼佑さんは、副社長として就任したばかりなのに」

　心配な目で彼を見上げると、蒼佑さんは小さく微笑んでくれた。私といるときは、彼はいつも穏やかな表情を見せてくれる。

　それが嬉しい反面、不安な面でもあった。

「社員のやったことだから、仕方ない。だけど、残念だったよ。彼は、とても優秀な営業マンだと思っていたから」

「山井さんの架空受注って、お一人でやられていたんですよね？　部長や課長の指示ではなく……」

　一部では、上司命令ではなかったのかと噂されていたみたいだけど、部長も課長も堅実な人でとても考えられない。

　すると、蒼佑さんは頷いた。

「ああ。彼の独断での行動だ。ただ、やはり管理不行き届きは問われてしまうが」

「そうですか……」

　蒼佑さんの言い方からすると、周囲で噂があるように、部長と課長の異動はありそうだ。ここ少しの間で、いろいろなことが起こっている。そんな印象だった。

「バタバタした感じで、蒼佑さんも落ち着かなかったですよね」

「そうだな。覚悟はしていたが、本当にいろいろなことがあるな」

　彼は苦笑いをしたあと、真剣な目で私を見つめた。

「でも、愛良がそばにいてくれるなら、それだけで十分だ。疲れることがあっても、吹っ飛んでいくよ」

「蒼佑さん……。それは、私もです。会えない間、一人の時間を大事に使っていこうって思っていたんですけど、やっぱりいつも蒼佑さんのことばかり考えてました」

　ふふっと笑いながら、彼に視線を重ね続ける。穏やかで優しい目に、心が吸い込まれていきそうだ。

「会いたかったです。蒼佑さん……」

　込み上げる想いが溢れ出し、自然と彼の胸に顔を埋めた。ここが一番落ち着くと、心から思える。

「俺もだよ。どれだけ、きみに会いたかったか。もう、きみと離れていたくない」

　ぎゅっと体を抱きしめられて、しばらくお互い抱き合った。夕陽はさらに傾いて、西の空が少しずつ藍色に染まっていく。

「そろそろ、入ろうか。陽が沈むと肌寒くなる」

「そうですね」

　リビングに戻り、ソファに座ると蒼佑さんが手を取った。包み込まれるように握られて、彼の温かい体温が移ってくるようだ。

「会社に秘密にしておくのは、もうやめよう。愛良と真剣に交際していきたいから、必要以上に隠すことはないと思うんだ。きみは、どう思う？」

「私は、蒼佑さんの考えに賛成です。みんなに言えるなら、とても嬉しいから。でも、本当に大丈夫ですか？　蒼佑さんに迷惑がかかることはないんですよね？」

「あるわけない。これで、堂々と愛良と付き合っていると言えるんだ。そして、きみを独り占めできる」

「蒼佑さんってば……」

　自然と唇を重ね合わせて、お互いの想いを確認する。彼は私の髪を撫でながら、濃厚なキスを続けた。

「んはぁ……」

　唇を離されると、糸を引きながら彼の舌が抜かれる。キスだけで恍惚とした私に、蒼佑さんはクスッと笑った。

「そんな甘い声を出されたら、もっときみを離せなくなるじゃないか」

「だって……。蒼佑さんが、気持ちのいいキスをするから……」

　気分が高鳴っているせいか、自分でも照れくさい言葉が口をついて出ていると自覚している。そんな私を見て、蒼佑さんはさらにクスクスと笑った。

「まったく。愛良は俺の理性を、簡単に飛ばしてしまうんだな」

　彼は額にキスを落とすと、私を抱きかかえる。大股でベッドルームへ向かった。

「会社のみんな、俺たちのことを知ったら驚くだろうな」

「はい。きっと、すごく驚くと思います」

　遥香なんて、どれほど驚くだろう。誰も、私たちが付き合っているなんて、想像もしていないだろうから。

「なにか嫌なことがあれば、真っ先に俺に相談するんだぞ？」

　心配そうな顔をする蒼佑さんに、私は穏やかな笑顔を向けた。きっと、妬みや嫌みが聞こえてくるだろう。

　だけど、それは気にならないと思う。

　だって……。

「蒼佑さんがそばにいてくれる、それだけで強くなれますから」

　そう答えると、彼は安心したような表情で私をベッドへ下ろした。

「でも、本当に大変なときは、甘えてほしい。初めて出会った夜のように、俺はどんなことでもきみを助けたい」

「はい……」

　目を閉じると、あの夜が思い出される。偶然出会ったご縁が、こんなに繋がっていくなんて思わなかった。

　運命の出会いなんて言うと照れくさくて、まだまだ口には出せそうにないけれど、蒼佑さんとの出会いは、必然的なものだったと思っている。

「愛良、愛してるよ」

　彼は惜しみない愛を囁きながら、私の服を脱がせていく。蒼佑さんの想いを受け止めながら、私も彼の耳元に囁いた。

「私も、蒼佑さんを愛しています……」

　彼の温かく逞しい胸に抱かれながら、大きな愛を感じて心が満たされていく。これから先の未来が、幸せしか見えてこない。

　運命の出会いに導かれて、私はずっと愛する人と一緒に歩いていく。それを心から誓って……。
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